
条
例
の
制
定

条
例
の
改
正

市
道
の
認
定

補
正
予
算

工
事
請
負
契
約

平
成
29
年
度
決
算

郷
土
博
物
館
条
例
」
の
１
件

で
す
。

　

内
容
は
、
博
物
館
法
の
規

定
に
基
づ
き
、
博
物
館
を
設

置
す
る
た
め
、
制
定
す
る
も

の
で
す
。

　

可
決
し
た
条
例
の
一
部
改

正
議
案
は
４
件
で
す
。

　
「
厚
木
市
手
数
料
条
例
」

の
主
な
改
正
内
容
は
、
建
築

基
準
法
の
一
部
改
正
に
伴
い
、

接
道
規
制
の
特
例
を
適
用
す

る
場
合
の
認
定
に
係
る
審
査

手
数
料
を
定
め
る
ほ
か
、
所

要
の
措
置
を
講
ず
る
た
め
、

改
正
す
る
も
の
で
す
。

　
「
厚
木
市
立
老
人
憩
の
家

　

認
定
し
た
決
算
議
案
は
、

一
般
会
計
・
特
別
会
計
・
病

院
事
業
会
計
の
７
件
で
す
。

　

決
算
議
案
は
、
所
管
の
常

任
委
員
会
に
分
割
付
託
し
、

平
成
29
年
度
の
事
業
執
行
に

つ
い
て
、
質
疑
を
行
っ
た
ほ

か
、
今
後
の
行
財
政
運
営
に

関
し
、
執
行
機
関
に
要
望
を

行
い
ま
し
た
。（
各
常
任
委

員
会
か
ら
の
要
望
は
８
面
参

照
）。

　

可
決
し
た
条
例
の
制
定
議

案
は
、「
厚
木
市
立
あ
つ
ぎ

　

９
月
定
例
会
議
は
、
８
月
30
日
か
ら
10
月
５
日
ま
で
の

会
議
期
間
37
日
間
で
開
か
れ
ま
し
た
。

　

市
長
か
ら
初
日
に
提
出
さ
れ
た
議
案
は
、
教
育
長
や
教

育
委
員
会
委
員
の
任
命
の
ほ
か
、
平
成
29
年
度
一
般
会
計

な
ど
７
会
計
の
歳
入
歳
出
決
算
、
条
例
の
制
定
・
改
正
、

工
事
請
負
契
約
の
締
結
、
市
道
路
線
の
認
定
、
一
般
会
計

補
正
予
算
の
24
議
案
で
す
。
こ
の
う
ち
、「
教
育
長
の
任

命
に
つ
い
て
」「
教
育
委
員
会
委
員
の
任
命
に
つ
い
て
」

の
ほ
か
、
初
日
に
採
決
し
た
「
厚
木
市
手
数
料
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て
」
を
除
い
た
21
議
案
は
質

疑
終
了
後
、
上
程
さ
れ
た
陳
情
と
と
も
に
所
管
の
常
任
委

員
会
に
付
託
さ
れ
ま
し
た
。

　

本
会
議
第
２
日
か
ら
第
４
日
ま
で
の
３
日
間
、
議
員
22

人
が
登
壇
し
、
一
般
質
問
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

第
４
日
に
は
、「
教
育
長
の
任
命
に
つ
い
て
」
に
対
す

る
質
疑
が
行
わ
れ
、
採
決
の
結
果
、
賛
成
全
員
で
同
意
し

ま
し
た
。

　

ま
た
、
休
会
中
に
各
常
任
委
員
会
が
開
か
れ
、
付
託
さ

れ
た
案
件
に
対
し
、
慎
重
な
審
査
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

最
終
日
、「
教
育
委
員
会
委
員
の
任
命
に
つ
い
て
」
に

対
す
る
質
疑
が
行
わ
れ
、
採
決
の
結
果
、
賛
成
全
員
で
同

意
し
ま
し
た
。
そ
の
後
、
各
常
任
委
員
長
か
ら
の
審
査
結

果
報
告
、
３
会
派
に
よ
る
討
論
が
行
わ
れ
、
採
決
の
結
果
、

委
員
会
に
付
託
さ
れ
た
全
議
案
を
認
定
・
可
決
し
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
、
市
長
か
ら
「
監
査
委
員
の
選
任
に
つ
い
て
」

の
議
案
１
件
、
議
員
か
ら
「
国
に
よ
る
義
務
教
育
財
源
の

保
障
及
び
教
育
の
機
会
均
等
と
水
準
の
維
持
・
向
上
、
並

び
に
行
き
届
い
た
教
育
の
実
現
を
求
め
る
意
見
書
に
つ
い

て
」
の
議
案
１
件
が
追
加
提
出
さ
れ
、
い
ず
れ
も
同
意
・

可
決
し
ま
し
た
。

条
例
」の
主
な
改
正
内
容
は
、

金
田
地
区
に
新
設
す
る
老
人

憩
の
家
の
名
称
お
よ
び
位
置

を
定
め
る
た
め
、
改
正
す
る

も
の
で
す
。

　
「
厚
木
市
立
児
童
館
条
例
」

の
主
な
改
正
内
容
は
、
金
田

地
区
に
新
設
す
る
児
童
館
の

名
称
お
よ
び
位
置
を
定
め
る

た
め
、改
正
す
る
も
の
で
す
。

　
「
厚
木
市
市
営
住
宅
条
例
」

の
主
な
改
正
内
容
は
、
戸
室

地
区
に
新
設
す
る
市
営
住
宅

の
名
称
お
よ
び
位
置
を
定
め

る
た
め
、
改
正
す
る
も
の
で

す
。

　

可
決
し
た
工
事
請
負
契
約

の
締
結
議
案
は
１
件
で
す
。

◇
契
約
の
目
的
＝（
仮
称
）

旭
町
２
丁
目
自
転
車
等
駐
車

場
設
計
・
施
工
業
務

◇
契
約
金
額
＝
２
億
４
３
０

０
万
円

◇
契
約
の
相
手
方
＝
日
成
ビ

ル
ド
工
業
株
式
会
社
神
奈
川

支
店

　

可
決
し
た
市
道
路
線
の
認

定
議
案
は
８
件
で
す
。

　

内
容
は
、
新
東
名
高
速
道

路
建
設
事
業
に
伴
い
、
酒
井

9月定例会議

　
一
般
質
問
　
安
心
安
全
・
教
育
・
道
路
を
論
議

沖縄県糸満市との友好都市締結を記念し「かりゆしウェア」を着用して本
会議を実施。また、議案審議においてタブレット端末機を初めて使用した。
（８月７日開催の第３回会議）

平
成
29
年
度
決
算
７
件
を
認
定

教
育
長
に

曽
田
髙
治
氏

教
育
委
員
の

任
命
に
同
意

監
査
委
員
に

越
智
一
久
氏

字
山
傳
地
内
か
ら
上
落
合
字

前
田
地
内
ま
で
の
２
路
線
を

認
定
す
る
ほ
か
、
県
道
42
号

藤
沢
座
間
厚
木
道
路
改
良
事

業
に
伴
い
、
三
田
字
天
神
上

地
内
の
１
路
線
を
認
定
、
ま

た
、街
路
整
備
事
業
に
伴
い
、

酒
井
字
新
宿
地
内
か
ら
愛
甲

東
三
丁
目
地
内
ま
で
の
１
路

線
を
認
定
す
る
も
の
で
す
。

こ
の
ほ
か
、
宅
地
分
譲
の
た

め
の
開
発
行
為
に
伴
い
、
水

引
二
丁
目
地
内
や
山
際
字
宮

ノ
前
地
内
、
山
際
字
上
中
原

地
内
、
山
際
字
中
平
地
内
、

金
田
字
南
海
道
地
内
の
そ
れ

ぞ
れ
１
路
線
を
新
た
に
認
定

す
る
も
の
で
す
。

　

可
決
し
た
補
正
予
算
議
案

は
、一
般
会
計
の
１
件
で
す
。

　

一
般
会
計
補
正
の
主
な
歳

出
の
内
容
は
、
マ
イ
ナ
ン
バ

ー
カ
ー
ド
な
ど
へ
の
旧
氏
併

記
に
伴
う
シ
ス
テ
ム
改
修
を

実
施
す
る
た
め
、
戸
籍
住
民

基
本
台
帳
等
事
務
費
の
増
額

や
、
市
内
児
童
館
の
遊
戯
室

に
前
倒
し
て
冷
暖
房
機
を
設

置
す
る
た
め
、
児
童
館
維
持

補
修
事
業
費
を
増
額
す
る
も

の
で
す
。
こ
の
ほ
か
、
商
店

街
の
街
路
灯
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
を
前

倒
し
て
実
施
す
る
た
め
、
商

店
街
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
事
業
補
助
金

の
増
額
、
ま
た
、
聴
覚
や
言

語
に
障
が
い
の
あ
る
方
が
、

迅
速
か
つ
確
実
に
緊
急
通
報

が
行
え
る
シ
ス
テ
ム
を
整
備

す
る
た
め
、
通
信
指
令
関
係

事
業
費
の
増
額
な
ど
を
す
る

も
の
で
す
。

　

補
正
後
の
予
算
額
、
既
定

の
歳
入
歳
出
予
算
に
対
す
る

増
減
額
（
カ
ッ
コ
内
）
は
次

の
と
お
り
で
す
。

◇
一
般
会
計
＝
８
７
２
億
７

８
４
４
万
９
千
円
（
８
億
５

６
５
２
万
１
千
円
増
）

　

曽
田
髙
治
教
育
長
の
任
期

が
満
了
す
る
こ
と
に
伴
い
、

引
き
続
き
同
氏
を
任
命
し
た

い
と
の
議
案
が
市
長
か
ら
提

出
さ
れ
、
賛
成
全
員
で
同
意

し
ま
し
た
。

　

教
育
委
員
会
委
員
４
人
の

う
ち
、
１
人
の
任
期
が
満
了

す
る
こ
と
に
伴
う
後
任
委
員

と
し
て
、
山
本
正
彦
氏
（
戸

室
）
を
任
命
し
た
い
と
の
議

案
が
市
長
か
ら
提
出
さ
れ
、

任
命
す
る
こ
と
に
賛
成
全
員

で
同
意
し
ま
し
た
。

　

議
員
の
中
か
ら
選
出
す
る

監
査
委
員
が
辞
職
す
る
こ
と

に
伴
い
、
後
任
委
員
と
し
て

越
智
一
久
議
員
（
あ
つ
ぎ
み

ら
い
）
を
選
任
し
た
い
と
の

議
案
が
最
終
日
に
市
長
か
ら

提
出
さ
れ
、
賛
成
全
員
で
同

意
し
ま
し
た
。

越智監査委員

２
面
下
段
に
続
く

そ　

だ
た
か
は
る

や
ま
も
と
ま
さ
ひ
こ

こ
え 

ち 

か
ず
ひ
さ
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主 な内容
◆一般質問
◆国に提出した意見書
◆委員会の審査
◆常任委員などの一覧
◆本会議の審議結果

２～６面
４面

７・８面
９面
10面

　

答
　
市
長　
変
わ
り
な
い
。

　

問　

こ
こ
で
次
期
の
表
明

を
さ
れ
る
か
。

　

答
　
市
長　

重
大
な
決
断

で
あ
り
、
し
ば
ら
く
時
間
を

い
た
だ
け
れ
ば
と
い
う
気
持

ち
で
あ
る
。

●
急
傾
斜
地
や
低
地
の
安
全

対
策
　

問　

繰
り
返
さ
れ
る
、
驚

く
よ
う
な
自
然
災
害
に
ど
う

対
応
し
て
い
く
の
か
。

　

答
　
市
長　

今
年
度
、
新

　

問　

小
林
市
長
は
、
多
選

は
３
期
12
年
と
さ
れ
た
と
思

う
が
、
間
違
い
な
い
か
。

　

答
　
市
長　

厚
木
市
長
の

在
任
の
期
数
に
関
す
る
条
例

で
あ
り
、３
期
を
超
え
な
い

中
で
、や
っ
て
い
く
べ
き
と
い

う
自
粛
条
例
と
捉
え
て
い
る
。

　

問　

４
期
を
超
え
て
立
候

補
し
た
場
合
、
選
挙
に
よ
る

市
民
の
判
断
と
考
え
て
い
る

と
部
長
が
答
弁
さ
れ
た
が
、

現
在
も
変
わ
り
は
な
い
か
。

間
帯
の
事
故
の
発
生
が
懸
念

さ
れ
て
い
る
た
め
、
狭
隘
区

間
で
あ
る
東
側
歩
道
を
整
備

し
、
安
全
な
歩
行
空
間
の
確

　

問　

規
模
お
よ
び
今
後
の

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
。

　

答
　
協
働
安
全
部
長　
（
仮

称
）
旭
町
２
丁
目
自
転
車
等

駐
車
場
は
敷
地
面
積
約
３
６

７
平
方
㍍
、地
上
３
階
建
て
、

収
容
台
数
は
原
動
機
付
自
転

車
約
50
台
、
自
転
車
約
６
０

０
台
で
、
２
０
２
０
年
４
月

の
供
用
開
始
を
予
定
し
て
い

る
。
ま
た
、
本
厚
木
駅
南
口

地
区
市
街
地
再
開
発
事
業
で

整
備
す
る
自
転
車
等
駐
車
場

は
、
再
開
発
ビ
ル
の
地
下
１

階
に
自
転
車
約
６
０
０
台
の

収
容
を
予
定
し
て
い
る
。

●
市
道
昭
和
用
水
線
の
歩
道
整
備

　

問　

道
路
の
片
側
の
歩
道

が
整
備
さ
れ
て
い
な
い
が
、

整
備
概
要
は
。

　

答
　
道
路
部
長　

通
学
路

に
指
定
さ
れ
て
い
る
が
歩
道

の
幅
員
が
狭
隘
で
、
通
学
時

　今定例会議では、22人の議員が３日間にわたり一般質問
を行い、市政全般の施策について市長などの考えを問いま
した。主な質問と答弁の要旨を紹介します（掲載は質問順）。

一般質問 要旨

市政に関する

一般質問 要旨一般質問 要旨

市政に関する

１
面
か
ら
続
く

　

可
決
し
た
議
員
提
出
議
案

は
、
国
会
や
関
係
行
政
庁
に

意
見
書
を
提
出
す
る
こ
と
を

求
め
る
１
件
で
す
。

　
「
国
に
よ
る
義
務
教
育
財

源
の
保
障
及
び
教
育
の
機
会

均
等
と
水
準
の
維
持
・
向
上
、

並
び
に
行
き
届
い
た
教
育
の

実
現
を
求
め
る
意
見
書
」は
、

義
務
教
育
費
国
庫
負
担
制
度

の
存
続
・
拡
充
や
、
義
務
教

育
教
科
書
無
償
制
度
の
継
続

な
ど
を
要
望
す
る
も
の
で
す

（
意
見
書
は
４
面
参
照
）。

　

第
３
回
会
議
が
８
月
７
日

に
開
か
れ
、
議
会
運
営
委
員

お
よ
び
常
任
委
員
な
ど
の
選

任
が
行
わ
れ
ま
し
た
（
議
会

運
営
委
員
お
よ
び
常
任
委
員

な
ど
は
９
面
参
照
）。

　

こ
の
ほ
か
、
市
長
か
ら
提

出
さ
れ
た
「
工
事
請
負
契
約

の
締
結
に
つ
い
て
（
２
件
）」

「
平
成
30
年
度
一
般
会
計
補

正
予
算
（
第
３
号
）」
の
３

議
案
に
対
し
、
質
疑
を
行
っ

た
後
、
採
決
し
、
可
決
し
ま

し
た
。

　

可
決
し
た
工
事
請
負
契
約

の
締
結
議
案
は
２
件
で
す
。

【
議
案
第
54
号
】

◇
契
約
の
目
的
＝
都
市
計
画

道
路
厚
木
環
状
３
号
線
（
第

２
工
区
）
街
路
整
備
工
事

◇
契
約
金
額
＝
35
億
３
５
５

０
万
４
２
０
０
円

◇
契
約
の
相
手
方
＝
岩
田
地

崎
・
滝
美
園
・
中
須
特
別
共

同
企
業
体

【
議
案
第
55
号
】

◇
契
約
の
目
的
＝
三
田
小
学

校
グ
ラ
ウ
ン
ド
整
備
第
２
期

工
事

◇
契
約
金
額
＝
２
億
16
万
７

２
０
０
円

◇
契
約
の
相
手
方
＝
株
式
会

社
安
藤
組

　

可
決
し
た
補
正
予
算
議
案

は
、一
般
会
計
の
１
件
で
す
。

　

一
般
会
計
補
正
の
主
な
歳

出
の
内
容
は
、
ま
つ
か
げ
台

児
童
館
の
ブ
ロ
ッ
ク
塀
な
ど

を
改
修
す
る
た
め
、
児
童
館

維
持
補
修
事
業
費
の
増
額
や
、

水
引
第
一
公
園
お
よ
び
ま
つ

か
げ
台
中
公
園
の
ブ
ロ
ッ
ク

塀
な
ど
を
改
修
す
る
た
め
、

公
園
緑
地
整
備
事
業
費
の
増

額
な
ど
を
す
る
も
の
で
す
。

　

既
定
の
歳
入
歳
出
予
算
に

３
１
０
５
万
４
千
円
を
追
加

し
、
補
正
後
の
予
算
額
は
８

６
４
億
２
１
９
２
万
８
千
円

に
な
り
ま
し
た
。

保
を
図
る
。
平
成
30
年
度
は

総
延
長
の
南
側
半
分
の
工
事

手
続
き
中
で
、
来
年
度
に
残

り
の
区
間
の
工
事
を
行
い
事

業
が
完
成
す
る
予
定
で
あ
る
。

な
お
、
県
立
厚
木
清
南
高
校

西
側
交
差
点
か
ら
南
側
の
国

道
１
２
９
号
の
区
間
は
既
に

整
備
済
み
で
あ
る
。

●
厚
木
北
公
民
館
再
整
備

　

問　

建
て
替
え
に
つ
い
て

の
現
状
認
識
と
進
捗
状
況
は
。

　

答
　
教
育
長　

中
心
市
街

地
の
公
共
施
設
再
配
置
計
画

に
基
づ
き
、
現
在
地
で
の
再

整
備
に
向
け
て
取
り
組
ん
で

い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
本
年

７
月
に
拡
張
用
地
の
売
買
契

約
を
締
結
し
た
た
め
、
今
後

は
、
第
９
次
厚
木
市
総
合
計

画
第
４
期
実
施
計
画
に
基
づ

き
、
着
実
に
事
業
を
進
め
て

い
く
。

た
に
厚
木
市
独
自
の
補
助
金

交
付
事
業
を
創
設
し
、
斜
面

や
急
傾
斜
地
の
崩
壊
防
止
対

策
の
強
化
を
図
っ
て
い
る
。

ま
た
、
低
地
に
対
す
る
浸
水

対
策
と
し
て
、
新
た
に
洪
水

ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
を
作
成
し
、

全
戸
配
布
と
併
せ
、
説
明
会

を
開
催
す
る
。

●
ペ
ッ
ト
な
ど
の
火
葬
方
法

　

問　

人
間
と
同
じ
よ
う
に

扱
わ
れ
る
ペ
ッ
ト
類
が
多
く
、

高
齢
化
で
火
葬
場
に
行
く
の

も
大
変
な
場
合
が
あ
る
が
、

火
葬
方
法
を
把
握
し
て
い
る

か
。

　

答
　
市
長　

市
内
に
動
物

用
火
葬
炉
を
備
え
た
動
物
霊

園
、
ペ
ッ
ト
の
葬
祭
業
者
や

出
張
火
葬
業
者
な
ど
が
あ
り
、

飼
い
主
の
多
く
は
、
こ
れ
ら

民
間
業
者
に
依
頼
し
て
い
る

と
推
察
す
る
。
ま
た
、
環
境

セ
ン
タ
ー
で
は
、
火
葬
事
業

を
民
間
委
託
で
行
っ
て
い
る
。

接
話
を
伺
え
た
こ
と
は
、
大

変
有
意
義
だ
っ
た
と
思
っ
て

お
り
、
新
た
な
学
習
指
導
要

領
で
、
前
文
や
総
則
に
Ｅ
Ｓ

Ｄ
が
位
置
付
け
ら
れ
た
意
義

も
知
る
こ
と
が
で
き
た
。

●
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
・
シ
ス

テ
ム
改
革

　

問　

億
単
位
の
予
算
削
減

に
つ
な
が
る
サ
ー
バ
ー
や
ホ

ス
ト
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
の
入

れ
替
え
を
促
し
て
き
た
が
、

結
果
は
。

　

答
　
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ

ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
担
当
部
長　

ホ
ス
ト
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
を

オ
ー
プ
ン
化
し
て
５
年
を
迎

え
、
こ
の
間
に
約
５
億
８
千

万
円
の
経
費
削
減
効
果
が

あ
っ
た
。
こ
こ
で
契
約
更
改

を
行
う
が
、
オ
ー
プ
ン
化
後

の
運
営
経
費
と
比
較
し
、
今

後
５
年
間
で
約
５
億
８
千
万

円
の
削
減
を
見
込
ん
で
い
る
。

　

問　

災
害
対
策
の
最
前
線

に
立
つ
消
防
団
の
予
算
に
つ

い
て
、
今
後
の
方
向
性
は
。

　

答
　
消
防
長　

安
全
装
備

品
や
消
防
資
機
材
の
充
実
に

計
画
的
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

ま
た
、
公
務
災
害
に
つ
い
て

も
、
条
例
に
よ
る
損
害
補
償

に
加
え
、
消
防
団
員
等
福
祉

共
済
に
加
盟
す
る
な
ど
、
福

利
厚
生
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

さ
ら
に
、
災
害
対
応
が
大
規

模
化
の
傾
向
に
あ
り
、
消
防

団
員
に
一
層
負
担
が
か
か
っ

て
い
る
た
め
、
処
遇
改
善
の

一
つ
と
し
て
、
災
害
活
動
時

間
に
応
じ
た
費
用
弁
償
の
支

給
に
つ
い
て
検
討
し
て
い
る
。

●
持
続
可
能
な
開
発
の
た
め

の
教
育
（
Ｅ
Ｓ
Ｄ)

　

問　

８
月
に
文
部
科
学
省

か
ら
国
際
統
括
官
付
専
門
官

に
来
て
い
た
だ
き
、Ｅ
Ｓ
Ｄ

の
レ
ク
チ
ャ
ー
を
受
け
た
が
、

そ
の
感
想
は
。

　

答
　
学
校
教
育
部
長　

直

会議録の閲覧を！
　本会議や委員会の詳しい内容は、
インターネットや市政情報コーナー
（本庁舎１階）などで会議録をご覧
ください。なお、会議録ができるま
での間は、インターネット議会中継
（録画放映）もご覧になれます。

厚
木
南
地
区
の
自
転
車
等

駐
車
場
の
概
要
は

新
政
あ
つ
ぎ
　
井
上
　
武 

議
員

厚
木
市
長
の
在
任
の
期
数
に

関
す
る
条
例
の
認
識
は

あ
つ
ぎ
み
ら
い
　
沼
田
　
幸
一 

議
員

消
防
団
に
関
す
る
予
算
を

充
実
さ
せ
る
考
え
は

無
会
派
　
髙
田
　
浩 

議
員

第
３
回
会
議
を

８
月
７
日
に
開
催

工
事
請
負
契
約

議
員
提
出
議
案

補
正
予
算

建て替えに向けて、準備が進められている厚木北公民館

き
ょ
う
あ
い

し
ん
ち
ょ
く
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問　

本
市
の
財
政
へ
の
影

響
は
。

　

答
　
財
務
部
長　

地
方
消

費
税
交
付
金
が
増
額
さ
れ
る

が
、
法
人
市
民
税
の
一
部
国

税
化
が
さ
ら
に
進
む
こ
と
、

自
動
車
取
得
税
が
廃
止
さ
れ

る
こ
と
、
歳
出
面
で
は
消
費

税
引
き
上
げ
分
の
負
担
が
増

え
る
こ
と
な
ど
、
マ
イ
ナ
ス

の
要
素
が
高
い
と
推
計
す
る
。

　

問　

消
費
税
導
入
時
、
５

％
、
８
％
引
き
上
げ
時
、
そ

し
て
現
在
の
生
活
保
護
受
給

世
帯
数
の
変
化
は
。

　

答
　
福
祉
部
長　

導
入
時

の
平
成
元
年
は
２
９
０
件
、

５
％
に
上
が
っ
た
９
年
は
３

８
６
件
、
８
％
に
上
が
っ
た

26
年
は
２
０
１
１
件
、
現
在

は
２
３
２
９
件
で
あ
る
が
、

消
費
税
そ
の
も
の
の
影
響
は

は
っ
き
り
見
え
て
い
な
い
。

　

問　

課
税
標
準
額
の
階
層

ご
と
の
変
化
は
。

　

答
　
財
務
部
長　

市
税
概

要
の
数
値
で
は
、
消
費
税
導

入
時
の
元
年
度
と
２
年
度
の

比
較
で
、
課
税
標
準
額
１
２

０
万
円
以
下
の
層
は
、
２
万

３
６
３
３
人
か
ら
２
万
２
７

４
１
人
に
減
少
し
、
１
０
０

０
万
円
を
超
え
る
層
は
８
８

６
人
か
ら
１
１
４
４
人
に
増

加
し
た
。
５
％
に
上
が
っ
た

９
年
度
と
10
年
度
で
は
、
１

２
０
万
円
以
下
の
層
は
２
万

５
７
８
２
人
か
ら
２
万
６
２

２
８
人
に
、
１
０
０
０
万
円

を
超
え
る
層
も
、
２
０
４
９

人
か
ら
２
１
７
０
人
に
増
加

し
た
。ま
た
、８
％
に
上
が
っ

た
26
年
度
と
27
年
度
で
は
、

１
０
０
万
円
以
下
の
層
は
、

３
万
４
１
７
３
人
か
ら
３
万

４
６
１
３
人
に
、
１
０
０
０

万
円
を
超
え
る
層
は
１
４
６

９
人
か
ら
１
５
１
９
人
に
増

加
し
た
が
、
原
因
は
な
か
な

か
分
析
で
き
な
い
。

が
、
策
定
状
況
は
。

　

答
　
市
長　

２
０
２
０
年

度
か
ら
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
運

用
に
向
け
、
現
地
調
査
を
実

施
し
、
検
討
と
精
査
を
行
っ

て
い
る
。
今
後
も
、
良
好
な

街
路
樹
の
維
持
管
理
に
取
り

組
む
。

　

答
　
道
路
部
長　

街
路
樹

が
、
市
民
の
共
有
財
産
で
あ

る
と
の
認
識
や
市
民
に
分
か

り
や
す
い
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
が

必
要
で
あ
る
と
の
考
え
に
変

わ
り
は
な
く
、
引
き
続
き
策

定
を
進
め
る
。

　

問　

取
り
組
み
状
況
は
。

　

答
　
市
長　

保
護
者
の
負

担
軽
減
や
衛
生
面
で
の
安
全

を
確
保
す
る
た
め
、
本
年
８

月
か
ら
試
験
的
に
、
公
立
保

育
所
４
園
に
お
い
て
、
使
用

済
み
紙
お
む
つ
の
処
分
を

行
っ
て
い
る
。
今
後
は
、
試

験
運
用
の
結
果
を
踏
ま
え
、

課
題
な
ど
を
整
理
し
、
民
間

を
含
む
全
市
的
な
導
入
に
向

け
て
検
討
す
る
。

　

問　

使
用
済
み
紙
お
む
つ

の
処
分
は
、
保
護
者
は
も
ち

ろ
ん
、
保
育
士
や
保
育
所
に

と
っ
て
も
メ
リ
ッ
ト
が
あ
り
、

職
場
環
境
の
改
善
に
な
っ
て

い
る
が
、
賃
金
や
働
き
方
な

ど
、
現
役
で
働
い
て
い
る
保

育
士
へ
の
積
極
的
な
処
遇
改

善
に
も
取
り
組
む
考
え
は
。

　

答
　
こ
ど
も
未
来
部
長　

保
育
士
の
労
務
環
境
に
注
目

し
、負
担
軽
減
や
処
遇
改
善
、

さ
ら
に
新
た
な
課
題
で
あ
る

離
職
防
止
に
つ
い
て
、
積
極

的
に
対
処
し
て
い
き
た
い
。

●
街
路
樹
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン

　

問　

平
成
28
年
６
月
の
一

般
質
問
で
、
街
路
樹
に
対
す

る
本
市
の
基
本
的
な
考
え
方

と
適
正
な
維
持
管
理
を
計
画

的
に
行
う
こ
と
を
目
的
と
し

た
、
市
民
に
分
か
り
や
す
い

ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
が
必
要
と
の

考
え
が
市
長
か
ら
示
さ
れ
た

葉
が
多
か
っ
た
け
ど
、
貴

重
な
体
験
が
で
き
た
」
な

ど
の
声
が
聞
け
ま
し
た
。

　

こ
の
よ
う
な
機
会
を
設

け
る
こ
と
で
、
未
来
を
担

う
子
ど
も
た
ち
に
議
会
や

市
政
に
関
心
を
持
っ
て
も

ら
え
た
と
感
じ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
第
13
回
議
会
報

告
会
を
11
月
18
日
に
依
知

北
公
民
館
で
行
い
ま
す
。

意
見
交
換
会
も
実
施
い
た

し
ま
す
の
で
、
お
気
軽
に

ご
参
加
く
だ
さ
い
。

（
望
月
真
実
・瀧

口
慎
太
郎
）

　

８
月
22
日
に
第
３
回
あ

つ
ぎ
子
ど
も
議
会
（
中
学

生
議
会
）
を
開
催
し
ま
し

た
。
市
内
の
中
学
１
年
生

か
ら
３
年
生
ま
で
の
28
人

が
参
加
し
、
街
灯
や
防
犯

灯
、
人
口
減
少
問
題
、
学

校
生
活
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま

な
視
点
か
ら
厚
木
の
疑
問

や
問
題
に
つ
い
て
、
堂
々

と
質
問
し
て
い
ま
し
た
。

　

参
加
し
た
生
徒
か
ら
は

「
市
長
や
教
育
長
に
質
問

で
き
て
良
か
っ
た
」「
市

が
頑
張
っ
て
い
る
こ
と
が

分
か
っ
た
」「
難
し
い
言

め
た
。
今
後
は
、
優
良
農
地

の
確
保
な
ど
に
努
め
る
と
と

も
に
、
都
市
マ
ス
タ
ー
プ
ラ

ン
な
ど
都
市
的
土
地
利
用
計

画
と
の
健
全
な
調
和
を
図
っ

て
い
く
。

●
健
康
寿
命
の
延
伸

　

問　

政
策
展
開
の
在
り
方

は
。

　

問　

農
業
従
事
者
が
高
齢

化
し
、
後
継
者
不
足
が
常
態

化
す
る
中
、
今
後
の
展
望
に

つ
い
て
見
解
は
。

　

答
　
市
長　

本
年
７
月
に

農
業
振
興
地
域
整
備
計
画
を

変
更
し
、
併
せ
て
農
業
生
産

基
盤
の
整
備
計
画
や
農
業
就

業
者
の
育
成
計
画
な
ど
を
定

し
て
い
く
。

●
部
活
動
中
の
熱
中
症
対
策

　

問　

顧
問
の
先
生
が
、
熱

中
症
へ
の
危
機
管
理
意
識
を

高
め
る
方
策
は
。

　

答
　
学
校
教
育
部
長　

学

校
事
故
防
止
委
員
会
や
職
員

会
議
の
場
で
の
研
修
の
実
施

の
ほ
か
、
高
温
注
意
報
が
出

た
場
合
の
対
応
に
つ
い
て
、

全
職
員
で
改
め
て
共
通
理
解

を
持
つ
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

●
現
業
職
員
の
定
員
管
理

　

問　

災
害
対
応
を
考
え
る

と
、
正
規
職
員
の
採
用
が
必

要
と
考
え
る
が
、
見
解
は
。

　

答
　
総
務
部
長　

基
本
的

に
は
委
託
可
能
な
業
務
は
委

託
化
に
よ
り
定
数
管
理
す
る

も
の
と
認
識
し
て
い
る
が
、

災
害
廃
棄
物
処
理
計
画
や
次

期
行
政
改
革
大
綱
と
も
整
合

性
を
図
る
必
要
は
あ
る
。

　

問　

改
修
時
期
と
在
り
方

は
。

　

答
　
教
育
長　

建
設
か
ら

30
年
を
超
え
る
も
の
が
多
く
、

老
朽
化
が
進
ん
で
い
る
こ
と

か
ら
、
こ
れ
ま
で
も
改
修
の

必
要
性
や
在
り
方
な
ど
を
検

討
し
て
き
た
。
今
後
も
プ
ー

ル
の
利
用
状
況
を
把
握
す
る

と
と
も
に
、
学
校
現
場
の
意

見
な
ど
を
聞
き
な
が
ら
、
引

き
続
き
検
討
す
る
。

●
公
共
施
設
の
再
整
備

　

問　

厚
木
北
公
民
館
、
厚

木
北
児
童
館
お
よ
び
厚
木
市

郷
土
資
料
館
跡
地
の
整
備
に

つ
い
て
、
部
ご
と
の
整
備
計

画
で
は
な
く
、
地
区
住
民
の

方
々
が
聞
い
て
理
解
で
き
る
よ

う
な
一
連
の
計
画
は
あ
る
か
。

　

答
　
政
策
部
長　

順
番
的

に
は
、
郷
土
資
料
館
が
移
転

し
て
、
そ
こ
に
児
童
館
が
移

転
し
、
児
童
館
の
跡
地
に
公

民
館
を
建
て
る
が
、
具
体
的

に
は
ま
だ
決
ま
っ
て
お
ら
ず
、

関
係
部
署
と
連
携
し
て
調
整

　

答
　
市
長　

第
２
次
健
康

食
育
あ
つ
ぎ
プ
ラ
ン
に
８
つ

の
取
り
組
み
分
野
を
設
定
し
、

全
庁
的
に
施
策
展
開
し
て
い

る
。
今
後
も
、
主
要
な
生
活

習
慣
病
の
発
症
予
防
や
重
症

化
予
防
を
図
る
と
と
も
に
、

市
民
の
健
康
管
理
に
対
す
る

支
援
に
努
め
て
い
く
。

●
救
急
搬
送

　

問　

実
態
と
課
題
は
。

　

答
　
市
長　

救
急
出
動
件

数
は
年
々
増
加
し
て
お
り
、

今
後
も
需
要
の
増
大
が
懸
念

さ
れ
る
。
安
定
的
か
つ
持
続

可
能
な
救
急
サ
ー
ビ
ス
が
提

供
で
き
る
よ
う
、
応
急
手
当

の
普
及
促
進
や
救
急
車
の
適

正
利
用
の
推
進
が
重
要
で
あ

る
と
認
識
し
て
い
る
。

●
学
校
運
営
協
議
会

　

問　

全
て
の
市
立
小
中
学

校
に
導
入
し
た
が
、
今
後
の

取
り
組
み
は
。

　

答
　
教
育
長　

制
度
へ
の

理
解
を
深
め
て
い
た
だ
け
る

よ
う
Ｐ
Ｒ
に
努
め
る
他
、
研

修
会
の
実
施
、
先
進
事
例
や

他
校
の
取
り
組
み
の
情
報
提

供
な
ど
、
協
議
会
が
十
分
に

機
能
し
、
継
続
的
に
活
動
で

き
る
よ
う
支
援
に
努
め
る
。

　

問　

森
の
里
東
土
地
区
画

整
理
事
業
Ｃ
工
区
は
、
厚
木

環
状
３
号
線
が
開
通
す
る
こ

と
で
、
負
担
な
く
宅
地
造
成

が
で
き
て
し
ま
う
。
厚
木
市

が
市
債
で
事
業
を
進
め
て
い

る
が
、
環
状
線
に
よ
り
宅
地

が
生
き
て
く
る
こ
と
か
ら
、

市
が
分
担
金
を
取
っ
て
も
よ

い
の
で
は
な
い
か
。

　

答
　
市
街
地
整
備
担
当
部

長　

厚
木
環
状
３
号
線
は
区

画
整
理
へ
の
メ
イ
ン
道
路
と

し
て
整
備
す
る
。
分
担
金
は

現
在
特
に
考
え
て
い
な
い
。

●
新
ご
み
中
間
処
理
施
設

　

問　

都
市
計
画
決
定
す
る

に
当
た
り
、
中
間
処
理
施
設

の
隣
に
あ
る
多
目
的
広
場

は
、
多
目
的
施
設
と
し
て
決

定
す
る
の
か
。
ま
た
は
、
全

体
を
新
ご
み
中
間
処
理
施
設

と
し
て
決
定
す
る
の
か
。

　

答
　
環
境
施
設
担
当
部
長

　

緑
地
の
エ
リ
ア
を
含
め
た

約
５
・
５
㌶
を
一
体
と
し
た

ご
み
処
理
施
設
と
し
て
都
市

計
画
決
定
す
る
形
で
進
め
て

い
る
。

　

問　

厚
木
市
と
し
て
、
こ

の
地
域
の
ま
ち
づ
く
り
を
ど

の
よ
う
に
し
て
い
く
の
か
。

　

答
　
ま
ち
づ
く
り
計
画
部

長　

都
市
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン

の
地
域
別
構
想
の
中
で
、
基

盤
が
未
整
備
の
市
街
地
や
産

業
用
地
が
あ
る
こ
と
を
課
題

と
捉
え
て
い
る
た
め
、
こ
れ

か
ら
も
十
分
に
研
究
し
て
い

き
た
い
。

●（
仮
称
）厚
木
北
イ
ン
タ
ー

チ
ェ
ン
ジ
周
辺
の
土
地
利
用

　

問　

進
捗
状
況
は
。

　

答
　
市
長　

現
在
、
都
市

マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
の
改
定
作

業
の
中
で
、
将
来
予
想
さ
れ

る
社
会
状
況
の
変
化
に
対
応

し
た
地
域
づ
く
り
の
方
向
性

に
つ
い
て
庁
内
議
論
を
深
め

て
い
る
。

広
報
広
聴

広
報
広
聴

特
別
委
員
会
か
ら

一般質問一般質問
主な質問
と答弁

農
業
振
興
地
域
の
課
題
と

今
後
の
展
望
は

あ
つ
ぎ
み
ら
い
　
髙
橋
　
豊 

議
員

小
中
学
校
プ
ー
ル
の

改
修
はあ

つ
ぎ
の
会
　
望
月
　
真
実 

議
員

厚
木
環
状
３
号
線
整
備
と

区
画
整
理
事
業
と
の
考
え
方
は

あ
つ
ぎ
の
会
　
井
上
　
敏
夫 

議
員

消
費
税
率
の
引
き
上
げ
に

よ
る
影
響
は

あ
つ
ぎ
の
会
　
奈
良
　
握 

議
員

保
育
所
の
使
用
済
み
紙
お
む
つ

持
ち
帰
り
の
見
直
し
は

新
政
あ
つ
ぎ
　
髙
橋
　
知
己 

議
員

し
ん
ち
ょ
く
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可 決 し た

意見書

イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
と
一
緒

に
扱
う
こ
と
を
開
始
す
る
予

定
で
あ
る
が
、
そ
れ
に
対
す

る
メ
リ
ッ
ト
、
デ
メ
リ
ッ
ト

を
ど
の
よ
う
に
認
識
し
て
い

る
か
。

　

答
　
市
民
健
康
部
長　

医

療
機
関
が
受
診
時
に
被
保
険

者
資
格
を
オ
ン
ラ
イ
ン
で
確

認
で
き
る
た
め
、
資
格
喪
失

後
受
診
の
未
然
防
止
や
、
保

険
者
に
よ
る
資
格
管
理
の
効

率
化
が
図
ら
れ
る
。し
か
し
、

初
期
投
資
や
ラ
ン
ニ
ン
グ
コ

ス
ト
の
新
た
な
発
生
な
ど
、

多
く
の
課
題
も
残
る
。

●
避
難
行
動
要
支
援
者
名
簿

　

問　

整
備
状
況
と
同
意
未

確
認
の
方
へ
の
対
応
は
。

　

答
　
福
祉
部
長　

名
寄
せ

後
の
対
象
者
は
２
５
３
２
人

　

問　

厚
木
市
の
現
状
は
。

　

答
　
市
長　

本
年
７
月
１

日
時
点
で
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

カ
ー
ド
３
万
４
７
３
枚
を
交

付
し
て
お
り
、
交
付
率
は
全

国
平
均
を
２
％
上
回
る
13
・

５
％
で
あ
る
。

　

問　

総
務
省
は
２
０
２
０

年
８
月
に
医
療
保
険
証
を
マ

本
構
想
で
は
、
図
書
館
機
能

と
（
仮
称
）
こ
ど
も
未
来
館

機
能
を
融
合
さ
せ
た
新
た
な

図
書
館
を
目
指
し
て
い
る
。

　

答
　
社
会
教
育
部
長　

中

町
第
２―

２
地
区
周
辺
整
備

事
業
に
お
い
て
、
新
た
な
図

書
館
と
（
仮
称
）
こ
ど
も
未

来
館
を
核
と
し
た
複
合
施
設

の
新
設
が
予
定
さ
れ
て
お
り
、

複
合
施
設
全
体
の
計
画
と
調

整
し
な
が
ら
、
年
度
内
の
図

書
館
基
本
計
画
案
の
作
成
を

目
指
し
て
い
る
。

●（
仮
称
）
あ
つ
ぎ
郷
土
博

物
館
広
場

　

問　

隣
接
す
る
緑
に
あ
ふ

れ
た
広
場
を
ど
の
よ
う
に
し

て
い
く
の
か
。

　

答
　
都
市
整
備
部
長　
（
仮

　

問　

老
朽
化
し
た
宅
地
内

の
給
水
管
の
取
り
換
え
工
事

は
自
分
で
行
う
こ
と
と
な
る

が
、
費
用
が
か
か
り
や
り
き

れ
な
い
と
い
う
声
が
あ
る
。

市
民
が
困
っ
て
お
り
、
漏
水

で
水
が
無
駄
に
な
る
た
め
、

上
水
道
を
管
理
し
て
い
る
神

奈
川
県
と
対
応
に
つ
い
て
話

し
合
え
な
い
か
。

　

答
　
都
市
整
備
部
長　

県

企
業
庁
が
設
置
を
検
討
し
て

い
る
水
道
事
業
に
係
る
県
・

市
町
調
整
会
議
（
仮
称
）
で
、

情
報
と
し
て
伝
え
る
こ
と
は

可
能
で
あ
る
と
考
え
る
。

●
図
書
館
整
備
の
進
捗
状
況

　

問　

具
体
化
は
ど
こ
ま
で

進
ん
で
い
る
か
。

　

答
　
教
育
長　

図
書
館
基

で
、
現
時
点
で
１
３
２
２
人

に
名
簿
提
供
の
同
意
を
い
た

だ
い
て
い
る
。
未
返
信
の
方

に
は
、
再
度
、
同
意
確
認
通

知
を
差
し
上
げ
て
い
る
。

　

問　

名
簿
の
管
理
は
ど
の

よ
う
に
し
て
い
る
の
か
。

　

答
　
福
祉
部
長　

名
簿
を

提
供
す
る
に
当
た
り
、
厚
木

市
避
難
行
動
要
支
援
者
名
簿

情
報
の
管
理
保
護
及
び
利
用

に
係
る
協
定
書
を
自
主
防
災

隊
な
ど
と
締
結
し
て
い
る
。

　

問　

個
別
計
画
の
作
成
状

況
は
。

　

答
　
福
祉
部
長　

昨
年
、

名
簿
を
地
域
に
提
供
し
た
時

か
ら
作
成
を
始
め
、
現
時
点

で
９
３
１
人
の
個
別
計
画
書

が
作
成
済
み
で
あ
る
。

る
上
飯
山
の
ヤ
ー
ド
で
火
災

が
あ
っ
た
が
、
消
火
活
動
で

苦
慮
さ
れ
た
点
は
何
か
。

　

答
　
消
防
長　

通
常
放
水

で
は
全
く
効
果
が
な
く
、
産

業
廃
棄
物
を
除
去
し
な
が
ら

の
消
火
活
動
と
な
り
、
労
力

と
時
間
を
要
し
た
。
消
防
団

の
協
力
に
よ
る
河
川
か
ら
の

消
防
水
利
の
確
保
や
中
継
送

水
な
ど
で
、
効
果
的
な
消
防

活
動
が
展
開
で
き
た
。

●
生
産
緑
地
地
区
の
指
定
解
除

　

問　

２
０
２
２
年
に
、
指

定
さ
れ
た
土
地
の
約
80
％
が

期
限
を
迎
え
、
生
産
緑
地
地

　

問　

ヤ
ー
ド
で
の
火
災
が

連
続
発
生
し
て
い
る
が
、
火

災
の
原
因
究
明
と
対
策
は
。

　

答
　
市
長　

警
察
と
連
携

し
な
が
ら
出
火
原
因
を
特
定

す
る
と
と
も
に
、
火
災
予
防

の
観
点
か
ら
、
関
係
者
に
適

切
な
指
導
を
行
っ
て
い
る
。

　

問　

ヤ
ー
ド
に
対
す
る
立

ち
入
り
検
査
の
実
施
状
況
は
。

　

答
　
市
長　

類
似
施
設
に

つ
い
て
、
関
係
法
令
に
基
づ

き
立
ち
入
り
検
査
や
現
地
調

査
を
実
施
し
て
い
る
。

　

問　

消
防
水
利
が
乏
し
く
、

家
屋
か
ら
離
れ
た
場
所
に
あ

区
の
解
除
が
続
出
す
る
と
考

え
ら
れ
る
。
都
市
農
業
を
守

る
た
め
、
本
市
の
現
状
と
課

題
は
。

　

答
　
市
長　

生
産
緑
地
地

区
を
で
き
る
だ
け
確
保
す
る

た
め
、
指
定
面
積
要
件
の
引

き
下
げ
業
務
を
進
め
て
い
る
。

今
後
も
国
や
県
の
施
策
と
連

携
し
、保
全
に
努
め
て
い
く
。

　

問　

生
産
緑
地
地
区
を
都

市
公
園
に
活
用
す
る
考
え
は
。

　

答
　
市
長　

指
定
解
除
に

よ
り
土
地
利
用
が
可
能
と

な
っ
た
用
地
は
、
都
市
公
園

や
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
パ
ー
ク
と

し
て
の
土
地
活
用
も
有
効
で

あ
る
と
認
識
し
て
い
る
。

　

問　

独
り
暮
ら
し
高
齢
者

の
見
守
り
状
況
と
課
題
は
。

　

答
　
市
長　

高
齢
者
が
気

軽
に
立
ち
寄
れ
る
居
場
所
づ

く
り
を
進
め
る
と
と
も
に
、

地
域
の
見
守
り
活
動
を
行
っ

て
い
る
。
今
後
も
、
地
域
の

方
が
協
力
し
て
見
守
り
、
見

守
ら
れ
、
支
え
合
う
地
域
づ

く
り
が
重
要
で
あ
る
。

●
子
ど
も
の
安
心
安
全

　

問　

い
じ
め
、
不
登
校
、

自
殺
、
虐
待
に
つ
い
て
、
本

市
の
実
情
と
対
策
は
。

　

答
　
教
育
長　

学
校
お
よ

　

問　

老
老
介
護
の
実
態
と

対
応
策
を
ど
う
捉
え
て
い
る

か
。

　

答
　
市
長　

一
昨
年
の
厚

生
労
働
省
の
国
民
生
活
基
礎

調
査
で
は
、
老
老
介
護
の
世

帯
の
割
合
が
54
・
７
％
に
達

し
た
と
発
表
さ
れ
て
い
る
。

本
市
で
は
、
地
域
の
見
守
り

活
動
や
地
域
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー
職
員
に
よ
る
情
報
の
把

握
に
努
め
る
と
と
も
に
、
高

齢
者
の
自
宅
を
直
接
訪
問
し
、

適
切
な
介
護
サ
ー
ビ
ス
に
つ

な
ぐ
よ
う
努
め
て
い
る
。

び
関
係
機
関
と
連
携
を
密
に

し
、
実
態
把
握
に
努
め
て
い

る
。
ま
た
、
相
談
体
制
を
整

備
し
て
お
り
、
今
後
も
、
児

童
・
生
徒
の
気
持
ち
に
寄
り

添
い
、
き
め
細
か
な
心
の
ケ

ア
に
努
め
て
い
く
。

称
）
あ
つ
ぎ
郷
土
博
物
館
広

場
の
う
ち
０
・
５
㌶
は
、
開

館
後
に
公
園
と
し
て
整
備
を

進
め
る
。
整
備
内
容
は
未
定

で
あ
る
が
、
防
災
系
統
を
担

う
都
市
公
園
と
い
う
位
置
付

け
の
た
め
、
一
定
の
オ
ー
プ

ン
ス
ペ
ー
ス
の
確
保
が
必
要

で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。
整

備
時
期
は
調
整
中
で
あ
る
。

●
小
中
一
貫
教
育

　

問　

導
入
後
の
成
果
は
。

　

答
　
教
育
長　

基
本
的
生

活
習
慣
の
改
善
や
、
学
力
向

上
に
効
果
が
見
ら
れ
た
。
ま

た
、
中
１
ギ
ャ
ッ
プ
の
解
消

に
も
一
定
の
成
果
が
見
ら
れ

て
い
る
。
引
き
続
き
、
共
通

の
教
育
目
標
の
設
定
や
教
育

課
程
の
編
成
な
ど
、
小
中
学

校
間
の
接
続
を
さ
ら
に
進
め

ら
れ
る
よ
う
、
小
中
一
貫
教

育
の
取
り
組
み
を
推
進
し
て

い
く
。

　　

　

　

市
民
生
活
に
重
要
な
こ
と
で

も
、
そ
れ
が
国
や
県
の
仕
事
で

あ
る
場
合
な
ど
、
市
の
力
で
解

決
で
き
な
い
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
場
合
、
市
議
会

で
は
、
地
方
自
治
法
第
99
条
に

基
づ
き
、
意
見
書
を
国
会
ま
た

は
関
係
行
政
庁
に
提
出
し
、
議

会
と
し
て
の
意
思
を
表
明
し
ま

す
。

　
９
月
定
例
会
議
で
可
決
し
た

意
見
書
は
次
の
１
件
で
す
。

　学校現場における課題が複雑化・困難化する中で子供たちの豊かな学びを実現するためには、教材研
究や授業準備の時間を十分に確保することが必要であり、そのためには教職員定数改善などの施策が重
要な課題となっている。また、2018年度から学習指導要領改訂に伴う移行が始まり、教材作成の対応に
苦慮する状況となっている。さらに、昨年公表された「教員勤務実態調査」によれば、中学校で約６割、
小学校で約３割の教員が、月80時間以上の時間外労働に従事していることが明らかとなっており、文部
科学省中央教育審議会においても、長時間労働是正に関わる議論が行われている。
　国の施策として定数改善に向けた財源を保障し、子供たちが全国どこに住んでいても一定水準の教育
が受けられることは憲法上の要請であり、子供たちの豊かな学びを保障するための条件整備は不可欠で
ある。
　よって、国においては、次の事項について実現されるよう強く要望する。
１　教育の機会均等、水準の維持・向上、無償制の維持に不可欠な義務教育費国庫負担制度を存続・拡
充させること。また、学校事務職員・学校栄養職員をその対象から外さないこと。さらに、義務教
育教科書無償制度を継続すること。

２　行き届いた教育を実現するために、学級編制標準の見直しや教職員の定数改善、35人以下学級の着
実な実施・進行、教職員の長時間労働是正など、教育環境を整備するための予算を確保・拡充すること。

　以上、地方自治法第99条の規定により意見書を提出する。
平成30年10月５日

提出先＝衆議院議長、参議院議長、内閣総理大臣、総務大臣、財務大臣、文部科学大臣

国による義務教育財源の保障及び教育の機会
均等と水準の維持・向上、並びに行き届いた教
育の実現を求める意見書

老
朽
化
し
た
給
水
管
の

更
新
は

日
本
共
産
党
　
栗
山
　
香
代
子 

議
員

自
動
車
解
体
施
設（
ヤ
ー
ド
）

の
火
災
対
策
は

あ
つ
ぎ
み
ら
い
　
渡
辺
　
貞
雄 

議
員

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の

現
状
と
課
題
は

日
本
共
産
党
　
釘
丸
　
久
子 

議
員

高
齢
者
福
祉
に
つ
い
て

実
態
と
課
題
は

あ
つ
ぎ
み
ら
い
　
松
田
　
則
康 

議
員
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避
難
場
所
な
ど
を
示
す
避
難

誘
導
標
識
へ
の
対
応
は

公
明
党
　
川
口
　
仁 

議
員

新
庁
舎
整
備
基
本
構
想
へ
の

市
民
ニ
ー
ズ
の
反
映
は

公
明
党
　
田
上
　
祥
子 

議
員

災
害
時
に
お
け
る
水
の

確
保
に
つ
い
て
の
対
応
は

新
政
あ
つ
ぎ
　
田
口
　
孝
男 

議
員

高
校
を
中
途
退
学
し
た

生
徒
へ
の
支
援
は

あ
つ
ぎ
の
会
　
山
本
　
智
子 

議
員

無
電
柱
化
に
向
け
た
整
備

状
況
は新

政
あ
つ
ぎ
　
新
川
　
勉 

議
員

児
童
館
建
て
替
え
に

つ
い
て
の
考
え
は

新
政
あ
つ
ぎ
　
新
井
　
啓
司 

議
員

ン
グ
、
新
庁
舎
整
備
基
本
構

想
素
案
に
対
す
る
意
見
募
集

な
ど
、
多
く
の
機
会
を
通
じ

て
意
見
集
約
を
し
て
き
た
。

●
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ

ン
ピ
ッ
ク
教
育

　

問　

全
小
中
学
校
で
、
競

技
種
目
の
中
の
１
競
技
を

テ
ー
マ
に
し
て
、
オ
リ
ン
ピ

ア
ン
や
パ
ラ
リ
ン
ピ
ア
ン
を

招
い
て
体
験
事
業
あ
る
い
は

講
演
会
な
ど
を
行
う
よ
う
な

取
り
組
み
を
教
育
委
員
会
が

イ
ニ
シ
ア
チ
ブ
を
取
り
、
ス

ポ
ー
ツ
推
進
課
と
の
連
携
に

よ
っ
て
、
各
学
校
を
支
援
し

て
は
ど
う
か
。

　

答
　
学
校
教
育
部
長　

学

校
の
意
見
を
聞
き
な
が
ら
、

何
が
で
き
る
の
か
を
考
え
る

と
と
も
に
、
関
係
部
署
と
の

連
携
も
し
っ
か
り
と
取
り
な

が
ら
、
効
果
的
な
学
習
が
行

え
る
よ
う
学
校
を
支
援
し
て

い
き
た
い
。

　

問　

地
域
、
世
代
、
職
業

な
ど
、
各
階
層
に
お
け
る
市

民
の
意
見
集
約
は
ど
の
よ
う

に
行
っ
た
か
。

　

答
　
市
長　

関
係
団
体
の

代
表
者
お
よ
び
公
募
市
民
な

ど
に
よ
る
庁
舎
建
設
等
検
討

委
員
会
を
は
じ
め
、
４
千
人

の
市
民
の
皆
さ
ま
を
対
象
と

し
た
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
の
ほ

か
、
市
内
15
地
区
の
自
治
会

連
絡
協
議
会
や
子
育
て
世
代

の
皆
さ
ま
と
の
意
見
交
換
、

高
校
生
・
大
学
生
に
よ
る

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
な
ど
を
実

施
し
、
さ
ま
ざ
ま
な
立
場
の

皆
さ
ま
か
ら
の
ご
意
見
を
で

き
る
限
り
反
映
し
た
。

　

問　

市
職
員
の
意
見
集
約

は
ど
の
よ
う
に
行
っ
た
か
。

　

答
　
市
長　

部
長
職
、
課

長
職
、
担
当
者
レ
ベ
ル
の
検

討
組
織
を
は
じ
め
、
全
職
員

を
対
象
と
し
た
ア
ン
ケ
ー
ト

調
査
や
執
務
状
況
の
ヒ
ア
リ

ほ
ぼ
横
ば
い
の
状
態
だ
が
、

現
状
と
課
題
は
。

　

答
　
市
長　

本
年
７
月
末

現
在
、
２
７
２
１
件
の
登
録

が
あ
る
。
今
後
も
新
入
学
児

童
保
護
者
説
明
会
な
ど
、
機

会
を
捉
え
保
護
者
に
周
知
を

図
る
と
と
も
に
、
地
域
住
民

の
協
力
を
得
て
、
登
録
件
数

を
増
や
し
て
い
き
た
い
。

●
あ
つ
ぎ
駅
伝
競
走
大
会

　

問　

大
会
の
目
的
で
あ
る
、

ス
ポ
ー
ツ
交
流
の
促
進
、
競

技
力
の
向
上
を
念
頭
に
、
開

催
内
容
を
見
直
す
考
え
は
あ

る
か
。

　

答
　
教
育
長　

コ
ー
ス
や

距
離
の
変
更
な
ど
見
直
し
を

重
ね
、
３
年
前
の
第
61
回
大

会
か
ら
現
在
の
開
催
内
容
で

実
施
し
て
い
る
。
今
後
に
つ

い
て
も
、
警
察
署
や
関
係
団

体
と
十
分
な
調
整
を
図
り
な

が
ら
、
安
心
安
全
で
魅
力
あ

る
大
会
に
な
る
よ
う
努
め
る
。

　

問　

災
害
時
給
水
協
力
井

戸
の
取
り
組
み
状
況
と
、
生

活
用
水
確
保
の
考
え
は
。

　

答
　
市
長　

災
害
時
給
水

協
力
井
戸
は
、
災
害
時
に
お

け
る
応
急
用
生
活
用
水
や
飲

料
水
の
水
源
確
保
を
目
的
に
、

約
２
２
０
カ
所
を
指
定
。
速

や
か
な
活
用
を
図
る
た
め
、

定
期
的
に
水
質
調
査
を
実
施

し
、
指
定
看
板
を
設
置
し
て

い
る
。
今
後
も
、
災
害
時
給

水
協
力
井
戸
の
登
録
や
企
業

と
の
協
定
な
ど
、
飲
料
水
と

生
活
用
水
の
確
保
に
努
め
る
。

　

問　

学
校
な
ど
避
難
所
と

な
る
施
設
へ
井
戸
を
設
置
す

る
考
え
は
。

　

答
　
市
長
室
長　

効
果
的

な
手
段
の
一
つ
で
あ
り
、
地

域
防
災
計
画
の
見
直
し
の
中

で
検
討
す
る
。

●
か
け
こ
み
ポ
イ
ン
ト

　

問　

か
け
こ
み
ポ
イ
ン
ト

の
登
録
件
数
が
、
こ
こ
数
年

め
た
対
応
が
必
要
で
あ
る
と

考
え
る
。
ま
た
、
根
上
が
り

で
街
路
樹
を
伐
採
し
た
場
所

に
ベ
ン
チ
を
設
置
す
る
な
ど
、

高
齢
者
の
外
出
や
移
動
手
段

の
手
助
け
に
な
れ
ば
と
考
え

て
い
る
。

●
一
貫
し
た
療
育
の
充
実

　

問　

教
育
、
保
健
、
福
祉
、

医
療
、
就
労
な
ど
の
関
係
機

関
の
連
携
は
必
要
不
可
欠
で

あ
る
と
思
う
が
、
こ
れ
か
ら

の
考
え
は
。

　

答
　
福
祉
部
長　

早
期
に

療
育
的
介
入
を
開
始
し
、
支

援
チ
ー
ム
が
構
成
さ
れ
、
統

一
的
な
目
標
の
下
で
一
貫
し

た
支
援
が
行
わ
れ
、
情
報
共

有
が
で
き
る
き
め
細
か
な
横

糸
と
、
幼
児
期
か
ら
生
涯
に

わ
た
る
切
れ
目
の
な
い
情
報

伝
達
と
い
う
強
い
縦
糸
を
、

結
び
つ
け
る
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー

タ
ー
が
い
る
こ
と
が
大
切
で

あ
る
と
考
え
て
い
る
。

　

問　

施
設
の
老
朽
化
や
交

通
量
な
ど
で
、
気
に
な
る
児

童
館
が
あ
る
。
こ
れ
か
ら
の

児
童
館
の
建
て
替
え
に
つ
い

て
ど
う
考
え
て
い
る
か
。

　

答
　
こ
ど
も
未
来
部
長　

児
童
館
は
指
定
緊
急
避
難
場

所
で
あ
り
、
特
に
土
砂
災
害

警
戒
区
域
内
に
あ
る
三
田
児

童
館
は
、
緊
急
性
、
優
先
度

が
高
い
と
考
え
ら
れ
、
移
転

先
や
再
整
備
の
方
法
な
ど
移

転
候
補
地
を
含
め
庁
内
で
検

討
を
進
め
て
い
る
。

●
人
に
や
さ
し
い
道
づ
く
り

　

問　

超
高
齢
社
会
の
顕
著

な
地
域
実
態
や
道
路
の
街
路

樹
の
現
状
か
ら
、
道
路
部
が

コ
ン
セ
プ
ト
に
掲
げ
る
人
に

や
さ
し
い
道
づ
く
り
の
観
点

で
の
可
能
な
対
応
策
は
。

　

答
　
道
路
部
長　

市
道
毛

利
台
幹
線
の
街
路
樹
の
根
上

が
り
は
、
間
引
き
や
高
木
か

ら
中
木
へ
の
更
新
な
ど
を
含

を
導
入
す
る
考
え
は
。

　

答
　
産
業
振
興
部
長　

現

行
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
や
市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
な
ど
の
情
報
で
行

き
届
か
な
い
の
か
ど
う
か
、

見
極
め
て
か
ら
対
応
し
た
い
。

　

問　

外
国
人
に
対
す
る
専

門
の
課
な
ど
を
設
置
す
る
考

え
は
。

　

答
　
総
務
部
長　

必
要
性

も
含
め
、
社
会
情
勢
を
注
視

し
見
極
め
て
い
き
た
い
。

●
合
併
処
理
浄
化
槽
へ
の
設

置
替
え
の
必
要
性

　

問　

設
置
替
え
の
工
事
に

際
し
て
、
市
内
業
者
の
優
先

活
用
の
検
討
を
お
願
い
し
た

い
が
、
設
置
替
え
の
必
要
性

と
周
知
へ
の
対
応
は
ど
う
か
。

　

答
　
環
境
農
政
部
長　

水

質
汚
濁
防
止
に
有
効
で
あ
り
、

周
知
に
つ
い
て
は
、
市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
や
厚
木
市
環
境
み

ど
り
公
社
の
協
力
を
得
て
チ

ラ
シ
な
ど
を
配
布
し
て
い
る
。

　
問　
夜
間
対
応
で
ソ
ー
ラ
ー

型
の
標
識
設
置
を
検
討
し
て

は
ど
う
か
。
ま
た
、
誰
も
が

分
か
る
よ
う
に
統
一
さ
れ
た

ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン
の

ピ
ク
ト
グ
ラ
ム
を
使
用
し
た

も
の
に
変
え
て
は
ど
う
か
。

　
答
　
市
長
室
長　
ソ
ー
ラ
ー

の
装
置
は
大
変
有
効
だ
と
思

う
。
ま
た
、
誰
に
も
分
か
り

や
す
い
表
示
は
必
要
で
、
今

後
、
新
た
な
表
示
を
行
う
場

合
に
採
用
し
て
い
く
べ
き
で

あ
る
と
思
っ
て
い
る
。

　

問　

防
災
教
育
用
パ
ン
フ

レ
ッ
ト
を
作
成
す
る
考
え
は
。

　

答
　
学
校
教
育
部
長　

ま

ず
は
学
校
に
関
連
す
る
資
料

を
紹
介
し
て
い
き
た
い
。

●
多
言
語
に
対
応
す
る
行
政

サ
ー
ビ
ス

　
問　
ユ
ー
ザ
ー
が
Ｑ
Ｒ
コ
ー

ド
を
ス
キ
ャ
ン
す
る
だ
け
で
、

自
動
的
に
翻
訳
す
る
Ｑ
Ｒ
ト

ラ
ン
ス
レ
ー
タ
ー
シ
ス
テ
ム

化
な
ど
に
取
り
組
ん
で
お

り
、
今
後
も
関
係
機
関
と
調

整
を
図
り
無
電
柱
化
を
進
め

て
い
く
必
要
が
あ
る
。

●
職
員
の
定
年
延
長

　

問　

課
題
は
何
か
。

　

答
　
総
務
部
長　

定
員
管

理
の
観
点
か
ら
、
新
規
採
用

へ
の
影
響
が
考
え
ら
れ
る
。

　

問　

多
く
の
ベ
テ
ラ
ン
教

　

問　

本
市
の
取
り
組
み
は
。

　

答
　
市
長　

平
成
17
年
度

か
ら
27
年
度
に
か
け
て
、
中

心
市
街
地
の
幹
線
道
路
は
無

電
柱
化
が
お
お
む
ね
完
了
し

た
。
近
年
は
占
用
事
業
者
な

ど
と
の
合
意
形
成
が
図
ら
れ

な
い
こ
と
や
、
コ
ス
ト
高
な

ど
で
事
業
化
に
時
間
を
要
し

て
い
る
が
、
国
が
低
コ
ス
ト

員
が
退
職
す
る
時
期
で
、
ノ

ウ
ハ
ウ
を
ど
う
活
用
す
る
か
。

　

答
　
学
校
教
育
部
長　

ベ

テ
ラ
ン
教
員
の
校
内
研
修
で

の
師
範
授
業
や
若
い
先
生
と

ベ
テ
ラ
ン
教
員
が
気
軽
に
相

談
で
き
る
メ
ン
タ
ー
制
度
の

導
入
な
ど
、
知
識
や
技
術
の

継
承
に
努
め
て
い
る
。

●
田
村
堀
沿
い
の
歩
道
整
備

　

問　

厚
木
ア
ー
バ
ン
ホ
テ

ル
近
く
か
ら
田
村
堀
の
交
差

点
ま
で
の
歩
道
に
つ
い
て
、

植
樹
帯
の
西
側
は
歩
道
で
は

な
く
道
路
で
あ
り
、
東
側
は

１
人
が
歩
け
る
よ
う
な
ガ
ー

ド
レ
ー
ル
で
非
常
に
ア
ン
バ

ラ
ン
ス
な
状
態
で
あ
る
が
、

ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
か
。

　

答
　
道
路
部
長　

ア
ン
バ

ラ
ン
ス
な
状
態
で
あ
る
こ
と

は
認
識
し
て
い
る
。
田
村
堀

は
昭
和
用
水
が
暗
渠
化
し
て

い
る
た
め
、
構
造
や
位
置
を

再
確
認
し
、
ど
の
よ
う
な
改

良
が
で
き
る
か
調
査
し
て
、

東
側
は
ガ
ー
ド
レ
ー
ル
で
は

な
く
、
し
っ
か
り
と
し
た
歩

道
の
形
態
に
で
き
る
か
を
検

討
し
て
い
き
た
い
。

い
合
わ
せ
れ
ば
、
18
歳
ま
で

は
相
談
に
応
じ
る
と
の
こ
と

だ
が
、
詳
し
い
状
況
は
。

　

答
　
学
校
教
育
部
長　

青

少
年
教
育
相
談
セ
ン
タ
ー
が

18
歳
ま
で
の
青
少
年
を
対
象

に
、
高
校
中
途
退
学
者
や
学

び
直
し
の
相
談
が
あ
れ
ば
応

じ
る
。
ま
た
、
中
学
校
も
、

卒
業
生
の
状
況
に
つ
い
て
相

談
に
乗
り
、
新
た
な
進
路
選

　

問　

市
内
の
中
学
校
を
卒

業
し
、
高
校
を
退
学
し
た
生

徒
の
実
態
の
把
握
は
可
能
か
。

　

答
　
学
校
教
育
部
長　

進

学
し
て
い
る
県
立
あ
る
い
は

私
立
の
高
校
か
ら
、
退
学
し

た
こ
と
を
中
学
校
に
知
ら
さ

れ
る
こ
と
は
な
い
た
め
、
人

数
の
把
握
は
で
き
な
い
。

●
学
び
直
し
・
就
職
の
相
談

　

問　

出
身
の
中
学
校
に
問

択
へ
の
支
援
を
し
て
い
る
。

　

問　

18
歳
ま
で
の
進
路
相

談
は
青
少
年
教
育
相
談
セ
ン

タ
ー
が
応
じ
る
が
、
18
歳
以

上
の
受
け
皿
は
ど
こ
か
。

　

答
　
学
校
教
育
部
長　

青

少
年
教
育
相
談
セ
ン
タ
ー
で

も
相
談
に
応
じ
る
が
、
学
び

直
し
の
案
内
を
行
う
県
の
窓

口
も
あ
る
。

　

問　

就
職
へ
の
サ
ポ
ー
ト

は
。

答
　
産
業
振
興
部
長　

県
央

地
域
若
者
サ
ポ
ー
ト
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
と
連
携
を
進
め
て
い

る
。
ま
た
、
技
術
的
な
ス
キ

ル
を
身
に
付
け
就
職
す
る
と

い
う
選
択
肢
の
提
供
と
し
て
、

県
立
職
業
技
術
校
で
あ
る
か

な
テ
ク
カ
レ
ッ
ジ
へ
の
入
学

な
ど
の
紹
介
を
し
て
い
る
。

●
公
園
の
樹
木
剪
定

　

問　

自
治
会
も
一
緒
に
剪

定
す
る
こ
と
が
可
能
か
。

　

答
　
都
市
整
備
部
長　

自

治
会
か
ら
相
談
が
あ
っ
た
場

合
、
軽
易
な
作
業
で
あ
れ
ば

協
力
を
お
願
い
し
た
い
。

あ
ん
き
ょ

せ
ん

て
い
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災
害
時
の
避
難
所
運
営
に

つ
い
て
取
り
組
み
は

公
明
党
　
山
﨑
　
由
枝 

議
員

防
災
ド
ア
の
普
及
啓
発
を

図
る
考
え
は

あ
つ
ぎ
の
会
　
名
切
　
文
梨 

議
員

荻
野
地
区
の
道
路
の
渋
滞

解
消
に
向
け
た
対
策
は

あ
つ
ぎ
み
ら
い
　
松
本
　
樹
影 

議
員

一般質問一般質問
主な質問と答弁

厚
木
市
民
憲
章
の
認
知
度
を

上
げ
る
取
り
組
み
は

あ
つ
ぎ
み
ら
い
　
瀧
口
　
慎
太
郎 

議
員

■付託

■請願・陳情の採択、趣旨採択

議会用語
解 説

　本会議の議決を要する事件につ
いて、詳しい検討を加えるため、
所管の常任委員会などに審査を委
託すること。

　請願・陳情の内容について、願意が
妥当で法令上、行財政上実現性もある
ような場合には、議会として賛同する
ことになり、議会の意思決定は、請
願・陳情を採択する方法によりなされ
ることになります。また、願意は十分
に理解できても、市の財政事情などか
ら、当分の間は願意を実現することが
不可能である場合などに、便宜的に
「趣旨には賛成である」という意味の
議決をすることがあり、その趣旨のみ
を取り上げることから、これを趣旨採
択と呼んでいます。

第５回会議（12月定例会議）
の予定

●本会議（原則９時から）
11月29日（木）… 議案等質疑
12月５日（水）～７日（金）…一般質問
12月21日（金）… 委員長報告・討論・採決

●常任委員会（原則９時から）
総務企画常任委員会…12月11日（火）
市民福祉常任委員会…12月12日（水）
環境教育常任委員会…12月13日（木）
都市経済常任委員会…12月14日（金）

◆特別委員会（本会議などの終了後）
広報広聴特別委員会…12月21日（金）
※傍聴は、本庁舎５階ロビーで受け付けます。

　

問　

安
全
対
策
の
取
り
組

み
は
。

　

答
　
市
長　

開
設
時
に
お

け
る
施
設
の
点
検
項
目
を
明

確
化
す
る
な
ど
、
避
難
所
の

安
全
確
保
に
努
め
て
い
る
。

　

問　

熱
中
症
対
策
に
つ
い

て
の
取
り
組
み
状
況
は
。

　

答
　
市
長
室
長　

ぼ
う
さ

い
の
丘
公
園
に
移
動
式
の
ス

ポ
ッ
ト
エ
ア
コ
ン
や
大
型
扇

風
機
を
備
え
て
お
り
、
避
難

所
開
設
の
際
に
使
っ
て
い
た

だ
く
こ
と
に
し
て
い
る
。

　

問　

備
蓄
品
と
し
て
液
体

ミ
ル
ク
を
導
入
す
る
考
え
は
。

　

答
　
市
長　

国
内
で
の
製

造
・
販
売
が
可
能
に
な
っ
た

こ
と
か
ら
、
今
後
、
災
害
用

備
蓄
品
と
し
て
の
適
性
を
見

極
め
て
い
く
。

　

問　

避
難
所
で
子
ど
も
た

ち
の
居
場
所
を
確
保
す
る
た

め
の
環
境
づ
く
り
を
考
え
て

い
る
か
。

　

答
　
市
長
室
長　
子
ど
も
、

高
齢
者
、
妊
産
婦
な
ど
で
、

特
に
配
慮
が
必
要
と
な
る
方

に
は
、
別
に
部
屋
を
設
け
る

な
ど
の
対
応
を
避
難
所
運
営

委
員
会
に
お
願
い
し
て
い
る
。

●
学
力
向
上
の
取
り
組
み

　

問　

各
種
検
定
の
受
験
に

公
的
補
助
を
設
け
る
考
え
は
。

　
答
　
学
校
教
育
部
長　
公

的
資
金
を
特
定
の
検
定
に
限

る
こ
と
は
、
公
平
性
に
お
い

て
課
題
が
あ
る
と
考
え
る
が
、

子
ど
も
た
ち
が
検
定
で
求
め

ら
れ
る
力
を
し
っ
か
り
身
に

付
け
ら
れ
る
よ
う
、
支
援
を

行
う
こ
と
は
考
え
て
い
る
。

●
外
国
語
指
導
助
手

　

問　

活
用
の
考
え
は
。

　

答
　
教
育
長　

現
在
も
各

学
校
が
移
動
教
室
の
活
動
な

ど
を
含
め
、
活
用
す
る
こ
と

が
可
能
で
あ
り
、
今
後
も
よ

り
効
果
的
な
教
育
活
動
の
推

進
に
努
め
て
い
く
。

結
果
を
踏
ま
え
効
果
や
課
題

を
検
証
し
、
見
極
め
た
い
。

●
一
時
預
か
り
保
育

　

問　

受
け
入
れ
時
間
が
８

時
半
か
ら
16
時
半
で
あ
り
、

こ
の
時
間
帯
で
は
出
社
や
迎

え
に
間
に
合
わ
な
い
家
庭
が

あ
る
。
保
護
者
の
勤
務
形
態

の
多
様
性
に
配
慮
し
た
制
度

を
取
り
入
れ
る
考
え
は
あ
る

か
。

　

答
　
こ
ど
も
未
来
部
長

時
間
延
長
の
ニ
ー
ズ
を
捉
え

る
必
要
が
あ
る
と
考
え
て
お

り
、
ま
ず
公
立
保
育
所
を
対

象
に
ニ
ー
ズ
調
査
し
、
意
向

を
把
握
し
て
い
き
た
い
。

　

問　

地
震
の
際
の
閉
じ
込

め
や
盗
難
被
害
へ
の
対
策

で
、
ド
ア
枠
が
ゆ
が
ん
で
も

開
閉
の
で
き
る
防
災
用
品
を

市
民
に
周
知
し
て
は
ど
う
か
。

　

答
　
市
長
室
長　

具
体
的

に
対
応
で
き
る
製
品
の
実
績

を
確
認
し
、
引
き
続
き
研
究

し
た
い
。

　

問　

助
成
な
ど
に
つ
い
て

検
討
す
る
考
え
は
。

　

答
　
市
長
室
長　

助
成
に

は
研
究
が
必
要
と
思
わ
れ
る

が
、
特
に
命
を
守
る
た
め
の

製
品
に
つ
い
て
は
、
市
と
し

て
考
え
て
い
き
た
い
。

●
い
じ
め
や
虐
待
の
相
談
窓
口

　

問　

Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
活
用
す
る

考
え
は
。

　

答
　
こ
ど
も
未
来
部
長　

東
京
都
や
神
奈
川
県
で
、Ｌ

Ｉ
Ｎ
Ｅ
を
活
用
し
た
児
童
虐

待
な
ど
の
相
談
を
試
験
実
施

す
る
と
聞
い
て
お
り
、
そ
の

●
日
光
修
学
旅
行

　

問　

本
市
の
放
射
線
量
の

基
準
値
を
超
え
る
見
学
地
を

訪
れ
て
い
る
が
、
見
解
は
。

　

答
　
教
育
長　

小
学
校
に

必
要
な
情
報
を
提
供
す
る
な

ど
、
安
心
安
全
な
修
学
旅
行

の
実
施
に
向
け
指
導
や
助
言

を
行
っ
て
い
る
。

か
ら
愛
川
町
の
平
山
坂
下
交

差
点
間
の
拡
幅
な
ど
の
整
備

を
県
に
要
望
し
て
い
る
。

●
健
康
・
交
流
の
み
ち

　

問　

荻
野
川
ル
ー
ト
の
変

更
箇
所
と
そ
の
理
由
は
。

　

答
　
道
路
部
長　

荻
野
地

区
の
横
林
橋
か
ら
下
清
田
谷

橋
ま
で
の
堤
防
道
路
と
、
上

　

問　

朝
の
鳶
尾
東
入
口
交

差
点
付
近
の
混
雑
状
況
の
認

識
と
対
策
は
。

　

答
　
道
路
部
長　

混
雑
状

況
は
把
握
し
て
い
る
。
今
後
、

交
通
量
調
査
を
実
施
、
分
析

し
、
交
差
点
改
良
箇
所
と
し

て
、（
仮
称
）
あ
つ
ぎ
の
道
づ

く
り
計
画
に
位
置
付
け
た
い
。

　

問　

国
道
４
１
２
号
の
み

は
る
野
入
口
交
差
点
以
北
の

混
雑
へ
の
考
え
は
。

　

答
　
国
県
道
調
整
担
当
部

長　

み
は
る
野
入
口
交
差
点

清
田
谷
橋
か
ら
源
氏
橋
ま
で

の
堤
防
道
路
を
変
更
し
た
。

前
者
は
市
道
未
認
定
区
間
が

あ
り
事
業
化
で
き
ず
、
後
者

は
民
有
地
が
あ
り
、
整
備
に

時
間
を
要
す
る
た
め
で
あ
る
。

　

問　

上
清
田
谷
橋
か
ら
源

氏
橋
ま
で
の
右
岸
堤
防
道
路

の
舗
装
整
備
の
考
え
は
。

　

答
　
道
路
部
長　

河
川
協

議
や
地
権
者
な
ど
と
の
調
整

を
図
り
、整
備
を
進
め
た
い
。

●
選
挙
の
投
票
率
向
上

　

問　

駅
ビ
ル
な
ど
に
期
日

前
投
票
所
を
増
設
し
、
投
票

率
向
上
に
つ
な
げ
る
考
え
は
。

　

答
　
選
挙
管
理
委
員
会
事

務
局
長　

移
動
期
日
前
投
票

所
設
置
の
検
討
な
ど
、
投
票

環
境
の
向
上
に
努
め
た
い
。

　

問　

選
挙
当
日
、
投
票
区

に
関
係
な
く
投
票
で
き
る
共

通
投
票
所
の
導
入
の
考
え
は
。

　

答
　
選
挙
管
理
委
員
会
事

務
局
長　

二
重
投
票
の
防
止

と
い
う
大
き
な
課
題
が
あ
る

た
め
、
今
後
も
国
や
他
自
治

体
の
状
況
な
ど
を
注
視
す
る
。

　

問　

市
民
へ
の
周
知
は
。

　

答
　
市
長　

市
民
一
人
一

人
の
心
の
よ
り
ど
こ
ろ
と
し

て
昭
和
39
年
に
制
定
さ
れ
、

公
共
施
設
な
ど
へ
の
掲
出
を

は
じ
め
、
多
く
の
市
民
が
集

う
各
種
総
会
や
式
典
な
ど
の

機
会
を
捉
え
、
積
極
的
に
周

知
し
て
い
る
。

　

問　

ど
の
よ
う
に
、
ま
ち

づ
く
り
に
生
か
さ
れ
て
い
る

か
。

　

答
　
市
長　

市
民
憲
章
の

理
念
を
反
映
し
た
厚
木
市
自

治
基
本
条
例
を
平
成
22
年
に

制
定
す
る
な
ど
、
市
民
協
働

に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
に
取
り

組
ん
で
い
る
。

　

問　

ど
の
よ
う
な
役
割
を

果
た
し
て
き
た
の
か
。

　

答
　
協
働
安
全
部
長　

市

民
の
総
合
的
な
行
動
規
範
と

な
る
も
の
で
、
市
民
の
誓
い

と
し
て
地
域
や
職
場
、
学
校

な
ど
で
重
要
な
役
割
を
果
た

し
て
い
る
と
考
え
て
い
る
。

　

問　

市
職
員
が
職
務
を
遂

行
す
る
上
で
、
市
民
憲
章
を

ど
の
よ
う
に
理
解
し
、
行
動

し
て
い
る
の
か
。

　

答
　
協
働
安
全
部
長　

市

民
憲
章
の
理
念
を
実
践
し
、

努
力
を
重
ね
て
き
た
結
果
、

現
在
の
厚
木
市
の
姿
が
あ
る

も
の
と
考
え
て
い
る
。
今
後

も
理
念
を
し
っ
か
り
と
理
解

し
、
ま
ち
づ
く
り
に
生
か
し

て
い
く
よ
う
努
め
て
い
く
。

　

問　

学
校
で
の
取
り
組
み

は
。

　

答
　
学
校
教
育
部
長　

小

学
３
、
４
年
生
や
中
学
生
向

け
の
社
会
科
副
読
本
に
市
民

憲
章
を
掲
載
し
、
厚
木
市
の

成
り
立
ち
を
学
ぶ
際
に
、
そ

の
内
容
に
触
れ
て
い
る
。
ま

た
、
パ
ネ
ル
サ
イ
ズ
に
拡
大

し
た
も
の
を
学
校
の
玄
関
付

近
や
職
員
室
前
に
掲
示
し
、

周
知
を
図
っ
て
い
る
。
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ジ
ャ
ケ
ッ
ト
を
整
備
す
る
と

の
こ
と
だ
が
、
今
後
ど
の
よ

う
に
活
用
す
る
の
か
。

　

答　

救
命
ボ
ー
ト
を
全
て

の
消
防
署
所
に
配
備
し
、
救

助
体
制
の
さ
ら
な
る
強
化
を

図
り
、
市
民
の
安
心
安
全
を

確
保
す
る
。
ま
た
、
ラ
イ
フ

ジ
ャ
ケ
ッ
ト
に
つ
い
て
は
、

全
消
防
隊
員
に
は
既
に
配
備

し
て
お
り
、
今
回
は
避
難
者

や
要
救
助
者
用
で
あ
る
。

　

問　

指
定
避
難
所
等
安
全

対
策
事
業
は
、
土
砂
災
害
の

リ
ス
ク
を
調
査
す
る
と
の
こ

と
だ
が
、
危
険
性
が
あ
っ
た

場
合
、
ど
う
対
処
を
し
て
い

く
と
考
え
て
い
る
か
。

　

答　

県
で
レ
ッ
ド
指
定
は

し
て
い
な
い
が
、
イ
エ
ロ
ー

指
定
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
、

市
で
危
険
と
思
わ
れ
る
場
所

を
予
備
調
査
す
る
。
あ
る
一

定
の
判
断
ま
で
を
今
回
の
委

託
で
考
え
て
い
る
。

○
厚
木
市
立
児
童
館
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例
に
つ

い
て

　

問　

指
導
員
確
保
お
よ
び

○
工
事
請
負
契
約
の
締
結
に

つ
い
て

　

問　

事
業
者
か
ら
独
自
の

提
案
が
あ
っ
た
と
の
こ
と
だ

が
、
ど
う
い
う
も
の
か
。

　

答　

バ
イ
ク
と
自
転
車
の

出
入
り
口
を
完
全
に
分
け
る

方
法
を
取
り
、
接
触
事
故
を

回
避
し
て
い
る
。
ま
た
、
フ

ロ
ア
は
行
き
止
ま
り
に
な
ら

な
い
よ
う
に
、
利
用
し
や
す

い
設
計
に
し
て
い
る
。
さ
ら

に
、防
災
備
品
の
収
納
ス
ペ
ー

ス
を
確
保
し
て
お
り
、
災
害

時
の
非
常
電
源
と
し
て
利
用

で
き
る
可
搬
型
の
蓄
電
池
も

整
備
す
る
な
ど
、
災
害
時
に

も
活
用
で
き
る
施
設
と
し
て

の
機
能
を
持
っ
て
い
る
。

　

問　

自
転
車
を
ど
の
よ
う

に
上
げ
る
の
か
。

　

答　

２
階
以
上
は
、
自
転

車
専
用
の
ベ
ル
ト
コ
ン
ベ

ヤ
ー
を
設
置
す
る
。

○
平
成
30
年
度
厚
木
市
一
般

会
計
補
正
予
算
（
第
４
号
）

【
所
管
科
目
】

　

問　

消
防
資
器
材
整
備
事

業
で
救
命
ボ
ー
ト
と
ラ
イ
フ

研
修
の
た
め
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー

ル
は
。
ま
た
、
お
ひ
さ
ま
タ

イ
ム
は
実
施
す
る
予
定
か
。

　

答　

指
導
員
の
確
保
に
つ

い
て
は
、
数
カ
月
前
に
公
民

館
だ
よ
り
や
広
報
あ
つ
ぎ
で

募
集
す
る
。
ま
た
、
他
館
か

ら
ベ
テ
ラ
ン
指
導
員
が
異
動

し
、
勤
務
し
て
も
ら
う
こ
と

で
確
保
す
る
。
新
し
く
採
用

さ
れ
た
指
導
員
に
つ
い
て
は
、

１
カ
月
程
度
の
研
修
期
間
を

設
け
る
。
ま
た
、
お
ひ
さ
ま

タ
イ
ム
も
実
施
の
予
定
で
あ

り
、
利
用
者
の
状
況
に
よ
っ

て
実
施
日
数
を
検
討
す
る
。

○
平
成
30
年
度
厚
木
市
一
般

会
計
補
正
予
算
（
第
４
号
）

【
所
管
科
目
】

　

問　

児
童
館
26
館
の
遊
戯

室
の
エ
ア
コ
ン
設
置
に
つ
い

て
、
以
前
に
エ
ア
コ
ン
を
設

置
し
た
館
の
入
れ
替
え
も
含

ま
れ
る
の
か
。

　

答　

今
ま
で
遊
戯
室
に
は

未
設
置
だ
っ
た
た
め
、
今
年

の
猛
暑
を
踏
ま
え
た
上
で
新

し
く
設
置
す
る
も
の
で
あ
る
。

　

問　

戸
籍
・
住
民
基
本
台

帳
の
旧
氏
の
併
記
が
可
能
に

な
っ
た
理
由
は
。

総
務
企
画

市
民
福
祉

都
市
経
済

　

答　

日
本
一
億
総
活
躍
プ

ラ
ン
の
女
性
活
躍
の
た
め
の

社
会
基
盤
づ
く
り
の
一
環
で
、

希
望
者
に
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

カ
ー
ド
や
住
民
票
に
旧
氏
併

記
で
き
る
よ
う
、
来
年
11
月

５
日
に
住
民
基
本
台
帳
法
施

行
令
の
改
正
が
行
わ
れ
る
こ

と
に
な
っ
た
も
の
で
あ
る
。

○
厚
木
市
立
あ
つ
ぎ
郷
土
博

物
館
条
例
に
つ
い
て

　

問　

観
覧
料
の
詳
細
は
。

　

答　

観
覧
料
は
、
近
隣
や

都
内
な
ど
の
公
立
博
物
館
の

大
半
が
千
円
以
内
と
し
て
い

る
こ
と
や
、
あ
つ
ぎ
郷
土
博

物
館
の
規
模
な
ど
も
勘
案
し
、

同
様
の
千
円
以
内
と
し
て
お

り
、
こ
れ
を
上
限
に
教
育
委

員
会
と
し
て
、
そ
の
都
度
定

め
て
い
き
た
い
。

　
問　
子
ど
も
に
つ
い
て
は
、

観
覧
料
を
無
料
と
し
て
い
る

が
、
高
齢
者
に
対
し
て
無
料

の
措
置
を
考
え
な
か
っ
た
の
か
。

　

答　

教
育
環
境
日
本
一
と

い
う
こ
と
で
、
子
ど
も
を
無

料
に
し
て
い
る
。
高
齢
者
を

無
料
と
す
る
こ
と
も
考
え
た

い
と
思
っ
て
い
る
が
、
特
別

展
示
の
み
で
常
設
展
示
は
無

料
と
し
て
い
る
こ
と
も
勘
案

し
、
高
齢
者
は
条
例
の
中
に

含
ん
で
い
な
い
。

○
平
成
30
年
度
厚
木
市
一
般

会
計
補
正
予
算
（
第
４
号
）

【
所
管
科
目
】

　

問　

低
公
害
ご
み
収
集
車

に
つ
い
て
、
補
正
予
算
で
導

入
す
る
こ
と
に
な
っ
た
経
緯
は
。

　

答　

地
区
に
よ
っ
て
狭
隘

な
道
や
危
険
な
箇
所
が
あ
り
、

軽
貨
物
自
動
車
に
よ
る
収
集

を
行
っ
て
い
る
。
現
在
、
３

台
保
有
し
て
い
る
が
、
収
集

班
が
４
班
あ
る
た
め
、
今
回

購
入
す
る
こ
と
で
全
て
の
収

集
班
に
配
車
す
る
。
納
車
ま

で
７
カ
月
以
上
か
か
る
こ
と

か
ら
、
今
回
、
前
倒
し
で
導

入
す
る
も
の
で
あ
る
。

　

問　

現
在
稼
働
済
み
の
３

台
は
低
公
害
車
か
。
ま
た
、

今
後
の
入
れ
替
え
の
計
画
は
。

　

答　

３
台
中
、
２
台
が
現

在
の
基
準
に
適
合
し
た
低
公

害
車
で
あ
る
。保
有
車
両
中
、

38
台
は
10
年
以
上
経
過
し
て

い
る
た
め
、
あ
つ
ぎ
元
気
プ

ラ
ン
の
実
施
計
画
に
基
づ
き
、

２
０
２
０
年
度
ま
で
は
毎
年

３
台
ず
つ
購
入
す
る
計
画
で

あ
る
。

○
市
道
路
線
の
認
定
に
つ
い

て
　

問　

議
案
第
72
号
の
酒
井

地
内
か
ら
上
落
合
地
内
に
お

け
る
新
東
名
高
速
道
路
建
設

事
業
に
伴
う
新
た
な
２
路
線

の
認
定
に
つ
い
て
、Ｇ
–
４

７
３
の
形
態
は
。

委員会の

条例・補正予算など

の

審査

―主な質疑と答弁―

　

答　

Ｇ
–
４
７
３
は
、
東

側
に
つ
い
て
は
厚
木
戸
田
線

が
あ
り
、
歩
道
約
１
・
６
㍍

に
接
続
す
る
。
西
側
に
つ
い

て
は
、
幅
員
４
㍍
の
歩
行
者

専
用
道
路
が
既
存
市
道
に
接

続
す
る
。

○
平
成
30
年
度
厚
木
市
一
般

会
計
補
正
予
算
（
第
４
号
）

【
所
管
科
目
】

　

問　

商
店
街
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
事

業
補
助
金
に
つ
い
て
、
内
容

は
。

　

答　

厚
木
一
番
街
商
店
街

振
興
組
合
に
あ
る
29
基
の
街

路
灯
の
う
ち
、
当
初
予
算
で

10
基
の
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
を
予
定
し

て
い
た
が
、
街
路
灯
の
ト
ラ

ブ
ル
な
ど
に
よ
り
、
今
年
度

29
基
全
て
を
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
し
た

い
と
の
商
店
会
側
の
判
断
に

よ
り
、
残
り
19
基
分
を
補
正

予
算
と
し
て
計
上
し
た
。

　

問　

市
内
商
店
会
に
あ
る

街
路
灯
の
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
率
は
。

　

答　

現
在
、
７
６
８
基
あ

る
う
ち
、
５
商
店
会
で
３
４

３
基
が
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
さ
れ
、Ｌ

Ｅ
Ｄ
化
率
は
44
・
７
％
で
あ

る
。

　

今
回
の
補
正
に
よ
り
、Ｌ

Ｅ
Ｄ
化
率
は
48
・
４
％
に
な

る
予
定
で
あ
る
。

環
境
教
育

　条例の制定・改正や補正予算などの
議案について、常任委員会での主な質
疑と答弁を紹介します。

委員会の所管事項
調査など
　各委員会は、所管する事項について情報収
集し、専門的知識を深め、優れた施策を市政
や市議会運営に反映させるため、先進都市を
訪問し調査を行っています。
　このほど実施した所管事項調査および行政
視察は次のとおりです。

◆議会運営委員会
　10月16・17日、議会改革の取り組みについ
て（兵庫県西脇市）
◆広報広聴特別委員会
　10月23・24日、議会報告会について（福岡
県大牟田市）

議
会
運
営
の
在
り
方
な
ど

議
長
の
諮
問
に
答
申

│
│
議
会
運
営
委
員
会
│
│

　

平
成
29
年
10
月
３
日
に

難
波
達
哉
議
長
が
諮
問
し

た
「
議
会
の
在
り
方
に
関

す
る
検
討
に
つ
い
て
」
に

対
し
、
７
月
20
日
付
で
議

【
検
討
事
項
】

　

議
会
の
在
り
方
に
関
す
る

検
討
に
つ
い
て

【
検
討
結
果
】

　

そ
れ
ぞ
れ
の
項
目
に
つ
い

て
は
、次
の
と
お
り
と
す
る
。

書
申
答

１　

議
員
の
う
ち
か
ら
選
任

す
る
監
査
委
員
の
任
期
及
び

要
件
の
見
直
し
に
つ
い
て

　

こ
れ
ま
で
と
同
様
に
、
市

政
各
般
に
わ
た
り
豊
富
な
知

識
と
経
験
を
持
つ
議
員
を
市

長
に
推
薦
す
る
こ
と
と
す
る
。

２　

決
算
審
査
の
実
施
方
法

の
検
討
に
つ
い
て

　

決
算
審
査
の
実
施
方
法
に

つ
い
て
は
、
次
の
と
お
り
の

方
向
性
と
す
る
。
た
だ
し
、

執
行
機
関
に
も
影
響
を
与
え

る
大
変
重
要
な
事
項
で
あ
る

こ
と
か
ら
、
執
行
機
関
に
意

見
等
を
聞
き
な
が
ら
、
実
施

に
向
け
、
引
き
続
き
協
議
す

る
こ
と
と
す
る
。

⑴　

厚
木
市
議
会
会
議
規
則

第
92
条
に
規
定
す
る
分
科

会
を
設
置
し
、
審
査
す
る

こ
と
と
す
る
。

⑵　

分
科
会
の
構
成
及
び
所

管
は
、
４
常
任
委
員
会
と

同
様
と
す
る
。

⑶　

予
算
審
査
（
補
正
予
算

を
含
む
）
に
つ
い
て
も
同

様
と
す
る
。

⑷　

予
算
及
び
決
算
を
所
管

す
る
委
員
会
は
１
つ
の
常

任
委
員
会
と
し
て
組
織

し
、
そ
の
構
成
は
全
議
員

と
す
る
。

⑸　

予
算
及
び
決
算
を
所
管

す
る
常
任
委
員
会
の
正
副

委
員
長
の
選
任
方
法
は
、

あ
ら
か
じ
め
方
向
性
を
出

し
て
お
く
。

３　

議
長
・
副
議
長
選
挙
に

つ
い
て
（
立
候
補
者
の
所
信

表
明
等
に
つ
い
て
）

　

こ
れ
ま
で
と
同
様
の
実
施

方
法
と
す
る
。
た
だ
し
、
新

た
に
議
長
及
び
副
議
長
に
就

任
す
る
議
員
に
あ
っ
て
は
、

本
会
議
に
お
け
る
就
任
あ
い

さ
つ
時
に
所
信
を
述
べ
る
よ

う
、心
掛
け
る
も
の
と
す
る
。

４　

常
任
委
員
の
任
期
に
つ

い
て

　

議
員
任
期
４
年
の
中
で
、

そ
れ
ぞ
れ
の
常
任
委
員
会
に

所
属
す
る
機
会
を
残
す
た

め
、
任
期
に
つ
い
て
は
、
こ

れ
ま
で
と
同
様
に
１
年
と
す
る
。

５　

議
員
提
出
議
案
で
の
条

例
提
案
に
つ
い
て

　

こ
れ
ま
で
と
同
様
に
会
派

代
表
者
会
議
に
提
案
し
、
そ

の
中
で
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー

ム
の
設
置
や
常
任
委
員
会
で

の
協
議
等
、
具
体
的
な
進
め

方
を
協
議
す
る
こ
と
と
す
る
。 難波議長に答申書を手渡す川口委員長（右）

（左端＝遠藤副議長、右端＝髙橋副委員長）

会
運
営
委
員
会
（
川
口
仁

委
員
長
）
か
ら
答
申
が
あ

り
ま
し
た
。

　

諮
問
に
対
す
る
答
申
内

容
は
次
の
と
お
り
で
す
。

き
ょ
う
あ
い

2018年（平成30年）11月15日あつぎ市議会だより第242号（７）



使用料及び手数料
14億2,548万1千円（1.6％）

分担金及び負担金
5億7,728万3千円（0.7％）

124億5,495万1千円
（13.9％）

国庫支出金
124億5,495万1千円
（13.9％）

22億419万円
（2.4％）

その他
22億419万円
（2.4％）

495億2,649万1千円
（55.4％）

市税
495億2,649万1千円
（55.4％）

76億7,447万4千円
（9.0％）

教育費
76億7,447万4千円
（9.0％） 104億203万8千円

（12.2％）

土木費
104億203万8千円

（12.2％）
140億7,239万2千円
（16.5％）

総務費
140億7,239万2千円
（16.5％）

322億4,333万1千円
（37.8％）

民生費
322億4,333万1千円
（37.8％）

地方消費税交付金
44億3,327万1千円
（5.0％）

繰越金
35億5,278万6千円（4.0％）

諸収入
47億6,800万円
（5.3％）
県支出金
48億7,909万6千円
（5.5％）

92,251,992,754

677,481,221

2,571,493,000

27,816,230,000

13,585,197,000

7,352,103,000

52,002,504,221

144,254,496,975

89,351,149,285

255,272,158

2,561,800,326

27,006,809,093

13,236,190,284

6,714,167,054

49,774,238,915

139,125,388,200

85,274,753,948

249,265,396

2,541,721,801

26,471,959,890

12,443,269,092

6,588,028,588

48,294,244,767

133,568,998,715

4,076,395,337

6,006,762

20,078,525

534,849,203

792,921,192

126,138,466

1,479,994,148

5,556,389,485

256,453,198

6,006,762

0

0

0

16,982,000

22,988,762

279,441,960

3,819,942,139

0

20,078,525

534,849,203

792,921,192

109,156,466

1,457,005,386

5,276,947,525

市債
55億2,960万円
（6.2％）

農林水産業費
6億3,244万8千円（0.8％）

議会費
4億4,593万円（0.5％）

2億8,664万6千円（0.3％）
労働費
2億8,664万6千円（0.3％）

消防費
29億7,535万6千円（3.5％）
商工費
31億6,643万9千円
（3.7％）
公債費
59億5,881万1千円
（7.0％）
衛生費
74億1,688万9千円
（8.7％）

歳入総額
893億5,114万9千円

歳出総額
852億7,475万4千円

■一般会計決算

■会計別決算

歳入内訳 歳出内訳（目的別） ３７８,６７２円
※一般会計歳出総額85,274,753,948円を平成30年
　４月１日現在の人口225,194人で割ったもの
【主な使い道（目的別）の内訳】
◆民生費･･･１４３，１８０円
  （社会福祉費、児童福祉費、生活保護費など）
◆総務費･･･６２，４９０円
  （総務管理費、企画文化費、徴税費など）
◆土木費･･･４６，１９１円
  （都市計画費、道路橋りょう費、土木管理費など）
◆教育費･･･３４，０７９円
  （小・中学校費、社会教育費、教育総務費など）
◆衛生費･･･３２，９３６円（清掃費、保健衛生費）
◆公債費･･･２６，４６１円（借入金返済）
◆商工費･･･１４，０６１円（商工費）
◆その他･･･１９，２７４円

市民１人当たりに使われた金額

会　　　計　　　名 予 算 現 額

（単位：円）

《参考》平成28年度一般会計決算額　　歳入総額82,510,428,664円、歳出総額78,957,642,575円

収 入 済 額 支 出 済 額 収支差引額 翌年度繰越
財 源 額

翌年度繰越又は
繰 上 充 用 額

一　般　会　計

特
　
　
別
　
　
会
　
　
計

合　　　　　計

公共用地取得事業

後期高齢者医療事業

国民健康保険事業

介 護 保 険 事 業

公共下水道事業

小 計

◆収益的収支 ※平成29年度純損失1,505,463,030円

（　　　）内は、消費税および地方消費税抜きの金額
◆資本的収支

医業収益 8,995,622,710
医業外収益 552,288,322
特別利益 94,205,432

（9,628,338,346） （10,928,879,635）
収入総額 9,642,116,464 支出総額 11,144,433,743

医業費用 10,411,486,800
医業外費用 218,144,444
特別損失 514,802,499

収入総額 1,958,445,831
負担金 340,787,000
企業債 1,563,900,000
貸付返還金 2,640,000
基金繰入金 4,118,831
他会計借入金 47,000,000

支出総額 2,490,611,728
建設改良費 1,698,745,245
企業債償還金 783,684,735
投資 8,181,748

○  病院事業会計 （単位：円）

　企業会計のため、一事業年度の経営活動に伴い発生する
「収益的収支」と、将来の経営活動に備えて行う施設整備
などに伴い発生する「資本的収支」に分かれています。

平
成
29
年
度

決
算
の
認
定

　
平
成
29
年
度
一
般
会
計
と
特
別
会
計
の
歳
入
歳
出
決
算
お
よ
び
病
院
事
業
会
計
決
算

は
、
定
例
会
議
初
日
に
各
常
任
委
員
会
に
分
割
付
託
さ
れ
、
所
管
科
目
に
つ
い
て
、
慎

重
な
審
査
を
行
っ
た
結
果
、
全
会
計
と
も
認
定
す
べ
き
も
の
と
決
し
ま
し
た
。

　
最
終
日
の
各
委
員
長
報
告
に
盛
り
込
ま
れ
た
要
望
事
項
な
ど
を
紹
介
し
ま
す
。

平成29年度決算の内容

　
　
増
大
す
る
民
生
費
の
総

体
的
か
つ
大
胆
な
見
直
し
と
、

各
補
助
金
等
の
適
正
な
運
用

を
図
り
、
多
様
化
す
る
市
民

福
祉
施
策
の
さ
ら
な
る
進
展

に
努
め
る
と
と
も
に
、
常
に

弱
者
の
痛
み
に
寄
り
添
う
こ

と
を
心
が
け
ら
れ
た
い
。

　
　
少
子
化
及
び
世
界
で
も

類
を
見
な
い
超
高
齢
社
会
が

進
展
す
る
中
で
、
医
療
・
介

護
・
保
育
の
現
場
で
働
く

人
々
の
待
遇
改
善
や
、
職
場

環
境
の
整
備
に
よ
り
、
人
材

確
保
に
努
め
、
地
域
包
括
ケ

ア
社
会
の
実
現
に
向
け
た
取

り
組
み
を
よ
り
一
層
推
進
さ

れ
た
い
。

　
　
環
境
農
政
及
び
教
育
関

係
に
お
け
る
施
設
や
設
備
の

老
朽
化
が
進
む
中
、
安
全
の

確
保
を
最
優
先
と
し
、
中
長

期
的
な
維
持
管
理
計
画
・
投

資
計
画
の
策
定
に
よ
り
戦
略

的
に
総
費
用
及
び
ラ
ン
ニ
ン

グ
コ
ス
ト
の
縮
減
を
図
る
と

と
も
に
、
平
準
化
に
努
め
ら

れ
た
い
。
ま
た
、
事
業
費
に

つ
い
て
も
計
画
的
な
予
算
執

行
に
努
め
ら
れ
た
い
。

　
　
環
境
農
政
に
関
す
る
施

策
に
つ
い
て
は
、
地
域
が
抱

え
る
課
題
や
地
元
要
望
に
対

し
、
迅
速
か
つ
適
切
な
対
応

を
図
ら
れ
た
い
。

　
　
教
育
に
関
す
る
施
策
に

つ
い
て
は
、
未
来
を
担
う
子

供
た
ち
の
た
め
に
充
分
な
予

算
を
確
保
し
、
不
登
校
等
の

問
題
を
抱
え
る
児
童
・
生
徒

と
そ
の
保
護
者
を
初
め
と
し

た
、
子
育
て
に
係
る
さ
ま
ざ

ま
な
相
談
や
支
援
を
よ
り
一

層
強
化
・
推
進
す
る
と
と
も

に
、
教
職
員
の
多
忙
化
の
解

消
や
資
質
向
上
の
取
り
組
み

を
行
う
な
ど
、
教
育
環
境
の

整
備
に
率
先
し
て
努
め
ら
れ

た
い
。

　
　
社
会
資
本
の
中
長
期
的

な
維
持
管
理
計
画
に
つ
い
て

は
、
安
全
の
確
保
を
最
優
先

と
し
、
投
資
的
事
項
も
視
野

に
入
れ
な
が
ら
策
定
す
る
と

と
も
に
、
半
世
紀
に
も
及
ぶ

未
実
施
計
画
に
つ
い
て
は
、大

胆
な
見
直
し
を
図
ら
れ
た
い
。

　
　
持
続
可
能
な
将
来
を
見

据
え
た
ま
ち
づ
く
り
を
進
め

る
た
め
、
社
会
資
本
の
整
備

に
当
た
っ
て
は
、
点
や
線
で

は
な
く
一
体
的
に
行
い
、
中

心
市
街
地
の
整
備
を
初
め
と

し
た
各
種
事
業
に
対
し
て
は
、

市
民
要
望
を
積
極
的
か
つ
柔

軟
に
取
り
入
れ
な
が
ら
事
業

内
容
を
十
分
に
精
査
・
検
討

し
、
適
正
な
事
業
推
進
を
図

る
と
と
も
に
、
魅
力
あ
る
企

業
の
誘
致
及
び
育
成
に
努
め

ら
れ
た
い
。
ま
た
、
工
事
の

発
注
に
関
し
て
は
、
可
能
な

限
り
市
内
事
業
者
が
受
注
で

き
る
形
を
と
り
、
地
域
経
済

の
活
性
化
に
努
め
ら
れ
た
い
。

の
結
果
、
最
終
日
に
各
常
任

委
員
長
か
ら
、
次
の
と
お
り

要
望
事
項
が
報
告
さ
れ
、
今

年
度
お
よ
び
来
年
度
以
降
の

行
財
政
運
営
に
反
映
さ
せ
、

対
応
さ
れ
る
こ
と
を
期
待
し

ま
し
た
。

　
　
厳
し
い
財
政
状
況
の
中
、

各
種
事
業
計
画
策
定
に
は
市

民
満
足
度
の
向
上
を
最
優
先

さ
せ
る
と
と
も
に
、
課
題
解

決
を
含
め
て
事
業
の
見
直
し

や
廃
止
へ
の
英
断
等
を
行
う

な
ど
、
市
民
生
活
に
大
き
な

影
響
を
及
ぼ
さ
な
い
よ
う
に
、

し
っ
か
り
と
見
極
め
な
が
ら

来
年
度
予
算
に
反
映
さ
れ
た

い
。

　
　
災
害
に
強
い
ま
ち
づ
く

り
を
進
め
る
に
は
、
危
機
管

理
、
災
害
対
策
及
び
消
防
機

能
は
今
後
ま
す
ま
す
重
要
と

な
る
た
め
、
そ
の
た
め
の
財

源
確
保
及
び
適
正
な
事
業
執

行
に
鋭
意
努
力
さ
れ
た
い
。

　
　
職
場
の
業
務
量
に
見

合
っ
た
職
員
配
置
に
よ
る
時

間
外
勤
務
の
解
消
並
び
に
身

体
及
び
メ
ン
タ
ル
の
ケ
ア
に

努
め
る
と
と
も
に
、
ス
マ
ー

ト
ワ
ー
ク
宣
言
を
も
と
に
し

た
、
風
通
し
の
よ
い
職
場
環

境
の
改
善
に
よ
り
、
市
民

サ
ー
ビ
ス
の
向
上
を
図
ら
れ

た
い
。

　
平
成
29
年
度
は
、
一
般
会

計
と
し
て
は
過
去
最
大
規
模

と
な
る
「
あ
つ
ぎ
の
元
気
進

取
予
算
」
の
下
、
将
来
を
見

据
え
た
事
業
に
取
り
組
ま
れ

て
お
り
ま
し
た
。

　
歳
入
面
で
は
、
市
税
な
ど

の
収
納
対
策
の
強
化
、
国
庫

補
助
金
や
県
補
助
金
の
確
保

な
ど
に
努
め
ら
れ
ま
し
た
。

　
一
方
、
歳
出
面
で
は
、
都

市
基
盤
整
備
・
地
域
経
済
活

性
化
の
推
進
、
人
口
の
将
来

展
望
を
実
現
す
る
た
め
の
地

方
創
生
の
推
進
な
ど
、
将
来

を
見
据
え
継
続
的
な
取
り
組

み
が
必
要
な
事
業
に
つ
い

て
、
着
実
に
取
り
組
ま
れ
ま

し
た
。

　
今
後
も
、
さ
ま
ざ
ま
な
面

で
多
く
の
財
政
需
要
が
見
込

ま
れ
る
こ
と
か
ら
、
中
・
長

期
の
視
点
か
ら
財
源
確
保
な

ど
へ
の
取
り
組
み
や
経
常
的

経
費
の
削
減
を
引
き
続
き
行

う
と
と
も
に
、
事
業
の
優
先

順
位
を
検
討
し
、
重
点
的
か

つ
効
率
的
な
財
源
の
活
用
を

図
り
な
が
ら
、
的
確
な
施
策

の
展
開
を
行
っ
て
い
く
必
要

が
あ
り
ま
す
。

　
各
常
任
委
員
会
で
の
審
査

総
務
企
画

市
民
福
祉

環
境
教
育

都
市
経
済

決
算
の
概
要

要
望
事
項
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※申し込みは不要です。お気軽にご参加ください。

11月 日（日）18

日（日）11月18

市民と議会の意見交換会を開催

議会基本条例の一部改正に係る意見交換会

会派名（所属議員数） 会派表記 所属議員氏名（住所、電話番号）

あつぎみらい　（９人） みらい

新政あつぎ　（６人） 新　政

○石井　芳隆（金田478　☎222局2658）
　井上　　武（幸町2-9　☎229局2929）
　髙橋　知己（毛利台3-28-12　☎248局0612）
　田口　孝男（妻田北2-16-18　☎222局7129）
　新川　　勉（旭町5-21-2　☎220局4288）
　新井　啓司（毛利台3-30-6　☎248局4915）

○川口　　仁（山際1020-4　☎245局8794）
　寺岡まゆみ（戸室2-23-20　☎223局7207）
　遠藤　浩一（中町4-10-4-406　☎296局7229）
　山崎　由枝（棚沢205-3　☎241局8527）
　田上　祥子（林2-24-10　☎221局1361）

○神子　雅人（戸田1862-1　☎220局1233）
　髙橋　　豊（愛甲4-5-5　☎247局8453）
　瀧口慎太郎（長谷1526　☎247局1058）
　渡辺　貞雄（飯山4544　☎241局1726）
　松本　樹影（上荻野1344-1　☎242局5550）
　難波　達哉（下荻野1413　☎291局1750）
　越智　一久（七沢1219　☎248局0567）
　沼田　幸一（下古沢121　☎248局0180）
　松田　則康（猿ケ島233-1　☎245局1820）

公明党　（５人） 公明党

○奈良　　握（栄町2-10-22　☎222局9379）
　望月　真実（幸町9-6-1　☎295局8420）
　名切　文梨（戸室1-24-20-606　☎222局2787）
　山本　智子（宮の里3-3-6　☎241局9114）
　井上　敏夫（金田727　☎222局2151）

○釘丸　久子（毛利台1-19-10-21　☎248局1925）
　栗山香代子（恩名5-8-1-1301　☎247局8595）

　髙田　　浩（鳶尾5-2-17　☎242局1930）

あつぎの会（５人） あつぎ

日本共産党
厚木市議員団　（２人） 共産党

　
無会派（１人） 無会派

※望月議員の住所は事務所となっております。

常任委員・議会運営委員・特別委員一覧【平成30年８月７日現在】
◎印は委員長、○印は副委員長
※（　）は会派≪正式名称は下表参照≫。
　無会派は会派に所属していない議員

○は代表者【平成30年11月１日現在】 【平成30年11月１日現在】

◎田上　祥子 ○新川　　勉 　名切　文梨
　瀧口慎太郎 　井上　　武 　釘丸　久子
　渡辺　貞雄 　越智　一久 　川口　　仁

新 庁 舎 建 設
特別委員会　 （9人）

◎越智　一久 ○栗山香代子　 望月　真実
　瀧口慎太郎　 山﨑　由枝 　髙橋　知己
　田口　孝男　 沼田　幸一　 井上　敏夫

広 報 広 聴
特別委員会 （９人）

◎名切　文梨（あつぎ）
○髙橋　　豊（みらい）
　井上　　武（新　政）
　遠藤　浩一（公明党）
　越智　一久（みらい）
　井上　敏夫（あつぎ）
　石井　芳隆（新　政）

都 市 経 済
常任委員会（７人）

◎沼田　幸一（みらい）
○髙橋　知己（新　政）
　望月　真実（あつぎ）
　髙田　　浩（無会派）
　松本　樹影（みらい）
　寺岡まゆみ（公明党）
　田口　孝男（新　政）

環 境 教 育
常任委員会（７人）

◎神子　雅人（みらい）
○新井　啓司（新　政）
　奈良　　握（あつぎ）
　釘丸　久子（共産党）
　渡辺　貞雄（みらい）
　難波　達哉（みらい）
　川口　　仁（公明党）

総 務 企 画
常任委員会（７人）

◎田上　祥子（公明党）
○瀧口慎太郎（みらい）
　山本　智子（あつぎ）
　栗山香代子（共産党）
　山﨑　由枝（公明党）
　新川　　勉（新　政）
　松田　則康（みらい）

市 民 福 祉
常任委員会（７人）

◎川口　　仁（公明党）
○渡辺　貞雄（みらい）
　山本　智子（あつぎ）
　釘丸　久子（共産党）
　寺岡まゆみ（公明党）
　田口　孝男（新　政）
　越智　一久（みらい）
　松田　則康（みらい）
　石井　芳隆（新　政）

委　員　会 （9人）

【日時・会場】

【日時・会場】

依知北公民館　集会室１・２
15時～16時30分

16時40分から
依知北公民館　集会室１・２

【内容】◆ 議会報告 平成29年度決算の審査概要
◆ 意見交換 「地域包括ケア社会について」
　 「防災対策について」

◆厚木市監査委員／越智一久
◆厚木愛甲環境施設組合議会議員／名切文梨、栗山香代子、
　松本樹影、神子雅人、松田則康、川口仁、石井芳隆
◆公益財団法人宮ケ瀬ダム周辺振興財団評議員／難波達哉
◆国道246号バイパス建設促進協議会委員／難波達哉
◆国道412号線建設改良促進協議会委員／難波達哉
◆首都圏中央連絡道路建設促進期成同盟会参与／難波達哉
◆新東名高速道路建設促進期成同盟会参与／難波達哉
◆厚木市都市計画審議会委員／難波達哉、名切文梨
◆厚木市青少年問題協議会委員／田上祥子
◆鳶尾山対策協議会委員／松本樹影、山﨑由枝、田口孝男、
　田上祥子
◆主要地方道伊勢原津久井線建設改良促進協議会委員／越智一久
◆上飯山中津上依知線道路整備促進協議会顧問・委員／難波達哉、
　渡辺貞雄、松本樹影、松田則康、石井芳隆
◆中津川堤防道路整備促進協議会顧問・委員／難波達哉、
　山﨑由枝、田口孝男、松田則康、川口仁、田上祥子、井上敏夫、
　石井芳隆
◆座間荻野線建設促進協議会顧問・委員／難波達哉、髙田浩、
　松本樹影、山﨑由枝、松田則康、川口仁、井上敏夫、石井芳隆

市議会選出の各種委員会委員など

議 会 運 営

会派名（表記）と所属議員一覧

議
会
運
営
の
在
り
方
な
ど

具
体
的
な
検
討
始
ま
る

―

議
会
の
在
り
方
検
討
会
を
設
置―

　

難
波
達
哉
議
長
は
、
10

月
２
日
に
議
会
運
営
委
員

会
に
対
し
、
議
会
運
営
の

在
り
方
な
ど
、
下
記
の
５

項
目
を
諮
問
し
ま
し
た
。

　

諮
問
を
受
け
た
議
会
運

営
委
員
会
は
、
委
員
９
人

で
構
成
さ
れ
る
議
会
の
在

り
方
検
討
会
（
川
口
仁
会

長
）
を
設
置
し
、
具
体
的

な
協
議
を
進
め
て
い
き
ま

す
。

　

会
議
は
、
原
則
公
開
と

し
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
中

継
も
実
施
。日
程
は
、ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
で
お
知
ら
せ
し

ま
す
。

○
予
算
及
び
決
算
の
審

査
方
法
に
つ
い
て

○
会
派
結
成
等
に
お
け

る
委
員
会
構
成
へ
の

反
映
の
原
則
に
つ
い

て
○
議
員
提
案
条
例
の
具

体
化
に
つ
い
て

○
議
会
事
務
局
の
強
化

に
つ
い
て

○
議
会
の
意
向
反
映
の

ル
ー
ル
化
に
つ
い
て

【
諮
問
事
項
】

同日開催

議会報告会第13回

てらおか

たきぐちしん た ろう

いのうえ たけしな ら にぎる

くぎまる ひさ こ

なん ば たつ や しんかわ つとむ

た がみ しょう こ

まつもと こ かげ

な きり ふみ な

たか だ ひろし

たかはし とも み

た ぐち たか おまつ だ のりやす

かみ こ まさひと

あら い けい じ

もちづき ま み

こえ ち かずひさ

ぬま た こういち

かわぐち ひとし いし い よしたか

わたなべ さだ お

えんどう ひろかず

やまもと とも こ

たかはし ゆたか

くりやま か よ こ

やまざき よし え

いのうえ とし お
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本会議の審議結 果

み
ら
い

公
明
党

新　

政

共
産
党

あ
つ
ぎ

議決結果
各会派の賛否　○…賛成、●…反対

工事請負契約の締結について（２件）
平成30年度厚木市一般会計補正予算（第３号）

可決

可決

無
会
派
○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

◎平成30年８月７日議決時の会派構成など
※議長…難波達哉（議長は採決に加わりません）、副議長…遠藤浩一　※会派等表記、正式名称、議員数、所属議員（　　は代表者） 
みらい…あつぎみらい（９）：神子雅人、髙橋豊、瀧口慎太郎、渡辺貞雄、松本樹影、難波達哉、越智一久、沼田幸一、松田則康　新政…新政あつぎ（６）：石井芳隆、井上武、髙橋知己、田口孝男、
新川勉、新井啓司　公明党…公明党（５）：川口仁、寺岡まゆみ、遠藤浩一、山﨑由枝、田上祥子　あつぎ…あつぎの会（５）：奈良握、望月真実、名切文梨、山本智子、井上敏夫
共産党…日本共産党厚木市議員団（２）：釘丸久子、栗山香代子　無会派…無会派（１）：髙田浩        

議案第 54・55 号
議 案 第 56 号

み
ら
い

公
明
党

新　

政

共
産
党

あ
つ
ぎ

議決結果

各会派の賛否
○…賛成、●…反対、△…除斥

教育長の任命について
教育委員会委員の任命について
平成29年度厚木市一般会計歳入歳出決算について
平成29年度厚木市公共用地取得事業特別会計歳入歳出決算について
平成29年度厚木市後期高齢者医療事業特別会計歳入歳出決算について
平成29年度厚木市国民健康保険事業特別会計歳入歳出決算について
平成29年度厚木市介護保険事業特別会計歳入歳出決算について
平成29年度厚木市公共下水道事業特別会計歳入歳出決算について
平成29年度厚木市病院事業会計決算について
厚木市立あつぎ郷土博物館条例について
厚木市手数料条例の一部を改正する条例について
厚木市立老人憩の家条例の一部を改正する条例について
厚木市立児童館条例の一部を改正する条例について
厚木市市営住宅条例の一部を改正する条例について
工事請負契約の締結について
市道路線の認定について（８件）
平成30年度厚木市一般会計補正予算（第４号）
監査委員の選任について
「消費税増税中止を求める意見書」を国に提出することを求める請願
国による義務教育財源の保障及び教育の機会均等と水準の維持・向上、並びに行き届いた教育の実現を
求める意見書を国に提出することを求める陳情
心身障害者医療費助成を精神障害者保健福祉手帳２級にも拡大・適用することを求める陳情
2019年度における「重度障害者医療費助成制度」継続についての陳情
2019年度における障害児者・透析者を含む移動困難者に対する通院支援についての陳情
2019年度における療養介護施設での透析医療のあり方についての陳情
「核兵器禁止条約への日本政府の署名と批准を国に求める意見書」を国に提出することを求める陳情
「核兵器禁止条約への日本政府の署名と批准を国に求める意見書」を国に提出することを求める陳情
国による義務教育財源の保障及び教育の機会均等と水準の維持・向上、並びに行き届いた教育の実現を
求める意見書について

同意

同意

認定

認定

認定

認定

認定

認定

認定

可決

可決

可決

可決

可決

可決

可決

可決

同意

不採択

採択

趣旨採択

不採択

不採択

不採択

不採択

不採択

可決

無
会
派
○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

●

○

○

●

●

●

●

●

○

○

○

●

○

●

●

●

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

●

○

○

○

○

○

○

○

○

○●

○●

○●

○●

○●

○●

○●

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○●

○

○

○●

○●

○●

○●

○●

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

●

○

○

●

●

●

●

●

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

●

○

○

●

●

●

○●

●

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○△

●

○

○

●

●

●

●

●

○

◎「議案第81号　監査委員の選任について」は、本人の監査委員選任議案のため、地方自治法第117条の規定により越智一久議員（あつぎみらい）を除斥し、採決が行われました。
◎「陳情第18号　心身障害者医療費助成を精神障害者保健福祉手張2級にも拡大・適用することを求める陳情」は、所管の委員会での審査結果が「趣旨採択」であったことから、趣旨採択することにつ
いて本会議で採決した結果を掲載しています。
◎平成30年10月５日議決時の会派構成など　※議長…難波達哉（議長は採決に加わりません）、副議長…遠藤浩一　※会派等表記、正式名称、議員数、所属議員（　　は代表者）
みらい…あつぎみらい（９）：神子雅人、髙橋豊、瀧口慎太郎、渡辺貞雄、松本樹影、難波達哉、越智一久（議案第81号除斥）、沼田幸一、松田則康　新政…新政あつぎ（６）：石井芳隆、
井上武（陳情第22号賛成）、髙橋知己、田口孝男、新川勉、新井啓司　公明党…公明党（５）：川口仁、寺岡まゆみ、遠藤浩一、山﨑由枝、田上祥子
あつぎ…あつぎの会（５）：奈良握（議案第59号～第64号反対、請願第2号賛成、陳情第19号～第21号賛成）、望月真実、名切文梨（議案第65号反対、請願第2号賛成）、山本智子、
井上敏夫（陳情第22・23号反対）　共産党…日本共産党厚木市議員団（２）：釘丸久子、栗山香代子　無会派…無会派（１）：髙田浩   

議 案 第 57 号
議 案 第 58 号
議 案 第 59 号
議 案 第 60 号
議 案 第 61 号
議 案 第 62 号
議 案 第 63 号
議 案 第 64 号
議 案 第 65 号
議 案 第 66 号
議 案 第 67 号
議 案 第 68 号
議 案 第 69 号
議 案 第 70 号
議 案 第 71 号
議案第 72～ 79 号
議 案 第 80 号
議 案 第 81 号
請 願 第 ２ 号

陳 情 第 17 号

陳 情 第 18 号
陳 情 第 19 号
陳 情 第 20 号
陳 情 第 21 号
陳 情 第 22 号
陳 情 第 23 号

議員提出議案４号

第３回

あ
つ
ぎ
子
ど
も
議
会

中
学
生
議
会
を
開
催

　

８
月
22
日
、
第
３
回
あ
つ

ぎ
子
ど
も
議
会
（
中
学
生
議

会
）
を
厚
木
市
議
場
で
開
催

し
ま
し
た
。
市
内
の
中
学
生

28
人
が
子
ど
も
議
員
と
な

り
、
日
ご
ろ
か
ら
関
心
の
あ

る
事
項
に
つ
い
て
、
質
問
し

ま
し
た
。

問
　
山
際
へ
広
域
避
難
場

所
を
整
備
す
る
考
え
は
あ

り
ま
す
か
。

答
　
市
長
　
現
在
、
山
際

地
区
に
防
災
機
能
を
備
え

た
（
仮
称
）
北
部
地
区
公

園
の
整
備
計
画
を
進
め
て

い
ま
す
。

問
　
イ
ン
ク
ル
ー
シ
ブ
教

育
の
た
め
に
、
具
体
的
に

何
を
し
た
ら
よ
い
の
で

し
ょ
う
か
。

答
　
教
育
長
　
皆
さ
ん
が

で
き
る
こ
と
は
、
ク
ラ
ス

や
学
校
で
困
っ
て
い
る
人

が
い
た
ら
、
何
が
で
き
る

子
ど
も
議
員
の
質
問
と
市

長
・
教
育
長
か
ら
の
答
弁

を
紹
介
し
ま
す
。

左側通路手前から難波議長、遠藤副議長、曽田教育長、右側通路手前から小林市長、霜島副市長、松本副市長

主
な
質
問
と
答
弁

の
か
、
ど
う
す
れ
ば
解
決

で
き
る
の
か
を
考
え
、
話

し
合
い
、
実
践
す
る
こ
と

で
す
。

問
　
ま
ち
の
活
性
化
の
た

め
に
ど
の
よ
う
な
こ
と
を

し
て
い
ま
す
か
。

答
　
市
長
　
現
在
、
本
厚

木
駅
南
口
の
再
開
発
を
進

め
る
と
と
も
に
、
バ
ス
セ

ン
タ
ー
周
辺
の
整
備
を
計

画
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、

各
種
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
す

る
こ
と
に
よ
り
、
中
心
市

街
地
の
に
ぎ
わ
い
創
出
を

図
っ
て
い
ま
す
。

第 ３ 回 会 議 提 出 案 件

第 ４ 回 会 議 （ ９ 月 定 例 会 議 ） 提 出 案 件

あつぎ市議会だより 第242号 （10）

市議会だよりは再生紙を使用しています。不要になりましたら、資源回収にお出しください。
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